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26歳で日本人初の国際連合職員となった明石康さんは、

国連事務次長などを歴任し、民族紛争の解決に尽力してきた。

これまでの英語との関わりや国連での仕事を振り返りながら

グローバル化が進展する今、日本の若者が身につけるべき力や

日本の英語教育のあり方について語ってくれた。

語学力がすべてではない
相手を理解する姿勢が肝要

　「日本人は英語に対する完璧主義をかなぐ
り捨てるべきではないでしょうか。世界では
いろいろな英語が話されています。訛りもあ
れば、クセもある。英語を母語とする人たち
でも、誰もが完璧な英語を話しているわけで
はありません。アメリカ大統領でさえ、出身
州の訛りで話しています。多少の訛りがあっ
ても、誠意や情熱がこもっていれば、お互い
に理解し合うことは十分可能なのです」。開
口一番、明石康さんはこう述べた。
　世界各国の人々が集まる国連。事務局での
作業言語は英語とフランス語だが、実質的に
は英語が使われることが多い。「職員はそれ
ぞれのお国訛りの英語を話しますが、誰もが
堂々と議論し、理解し合い、仕事を進めます。
訛りはむしろ、アイデンティティと言えます」
と言い切る明石さんは、むしろ大切なのは、
「お互いに理解し合おうという気持ちの強さ
であり、お互いの文化を尊重し、それを楽し
もうという気持ち」だと感じている。一方で、
日本では美徳とされる謙虚さは、国際社会で
はそれが過ぎると内向的な態度に映ってしま
い、障壁にさえなるという。

　「私が長年の経験から感じているのは、周
りから信頼を得る人とは、流暢に言葉を話せ
るからではなく、話す内容の信頼性の高さに
あります。事態をよく分析し、理解している
ことが評価されるのです。第５代国連事務
総長を務めたペルー人のハビエル・ペレス・
デ・クエヤル氏は、英語よりフランス語、フ
ランス語よりスペイン語を得意としていまし
たが、それ以前に、交渉のタイミングのセン
スに長けていました。私が知る限り、一番の
交渉の達人でした。外交の場においては、こ
れだけは誰にも負けない、という専門領域を
持っていることが強みになるものです。この
ことは国連に限らず、どんな場においても同
じではないでしょうか」

　明石さんが国連職員となったのは1957
年のことだ。東京大学を卒業後、フルブライ
ト奨学金でアメリカ・バージニア大学大学院
へ留学し、国際関係学の専門大学院であるフ
レッチャースクールへ進むことが決まってい
た。しかし1956年の夏、ミネソタ州で開
催された国際学生セミナーに参加し、東アジ
アの国際情勢について講演したところ、国連

の政治安全保障局の目に留まり、スカウトさ
れる。このときはまだ、「国際政治学や外交史、
国際関係学といった分野の研究をしたい」「博
士課程を終えて日本の大学で教えたい」と考
えていたが、同年暮れ、日本の重光葵外務大
臣が国連総会で日本の国連加盟に際して演説
する場面を目の当たりにして、自身も「国連
に奉職しよう」と採用面接を受けた。そして
1957年2月、日本人初の国連職員となった。
　「職員として働くに当たり、私は『博士号
だけは取得したい』と、国連本部から近い
ニューヨークのコロンビア大学の大学院で研
究する承諾を得ました。そして、大学院では

理論的な研究を続け、その研究を国連の場で
実践・検証することになったのです」
　机上での学びとは違う、国際政治の現場。
「実際に権力政治も渦巻いていたが、そんな
現実を見てもがっかりはしなかった」と明石
さん。むしろ、1割程度は理想主義が存在し
ていることに驚いたという。
　職員になって間もないころ、1956年10
月に起きたハンガリー動乱に関する事務総長
報告書の作成チームに入った。メンバーはみ
な国籍の違う14〜15名のスタッフだ。共
通言語は英語。英語が母語の人もいれば、そ
うでない人もいる。それぞれが自分なりの英

流暢な英語よりも
語るべき内容を持とう

共通の目的があれば
国や文化の壁はない
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明石 康さん（公益財団法人 国際文化会館）



語でコミュニケーションを図りながら、わず
か数週間で報告書を書き上げた。
　「期日までに仕上げなければならないとの
共通意識があったからこそ、チームが一体と
なって取り組むことができました。寝食も忘
れて毎晩遅くまで膝を突き合わせ、週末にも
出勤し、協力し合って作り上げたのです。国
や文化の壁を超えて、共通の目的に向かって
進んでいきました」
　この仕事を通じて明石さんは、国際社会で
はお互いの人格を国民性といったステレオタ
イプに当てはめて考えず、一人の人間として
相手を見ることが大切であることを、身を
もって理解した。そして、これで自分はやっ
ていけると自信を得ると同時に、日本人も相
手と公平につき合えば、国際社会のなかで大
きな役割を果たせると実感したという。
　「国際社会では、国や文化を超えて、相手
を受け入れ、理解しようとする気持ちが求め
られます。そのために言葉は不可欠ですが、
それがすべてではありません。言葉の背景に
ある意味を推し量り、専門領域の知識を深め、
理解し合う姿勢が求められるのです。また、
知識に基づいた良識を身につける必要もあり
ます。日々の社会情勢や国際情勢を理解し、
その背後にある流れも理解する必要がある。
幅広い視野を持ち、いろいろなことを意欲的
に学ぼうとする姿勢が大切なのです」

　世界各地で数々の和平の現場を経験してき
た明石さんは、温和な人柄で、物腰がとても
柔らかだ。相手の目をじっと見つめ、相手の
言葉に耳を傾けて話をする。いろいろな価値
観を持つ人々と心を通い合わせるには、どん
な心構えが必要なのか。何を大切にしてきた
のか。そう問いかけると「発信力よりも受信
力が大切」だという答えが返ってきた。
　「相手が発する内容は千差万別です。自分
が発信することは準備できても、相手の発信
に対する準備はできません。だからこそ、ど
んな内容でも受け止められるようにしておか
なければなりません。歴史観や世界観の違い
を理解しておくことも大切。そして、相手を
説得しなければならない場合、感情的になっ
て、真正面からぶつかっては折り合いがつき
づらいものです。そんなときには、できるだ
け婉曲に、ニュアンスやユーモアなどもうま
く使い、冷静に論理的に議論を推し進めます。
裏づけとなる客観的な事実や統計学的なデー
タは不可欠です。それを持っていなければ、
誰も聞く耳を持ちません」

　今、社会的な要請が高まっているグロー
バル人材について、明石さんはその要素を 3
つ挙げる。すなわち、コミュニケーション能
力、チャレンジ精神、異文化への理解である。
　「英語やコミュニケーション力を重視しが
ちですが、最も重要なのは、チャレンジ精神。
志をいかに持つかです。次に異文化理解。相
手を受け入れ、自分を理解してもらう。そし
て最後にコミュニケーション能力なのです」
　コミュニケーション能力については、早い
段階から英語の基礎を身につけておくことが
必要だという。
　「小学校で英語の基本を身につけ、中学校

では語彙や文法をしっかり学び、高校でさら
に英語力に磨きをかけ、大学で専門領域を英
語で学び、内容のある英文を書けるための力
をつけてほしいですね」
　明石さん自身が英語を学び始めたのは、中
学生になってからのこと。終戦を迎えたとき
は旧制中学の３年生。生まれ故郷の秋田県に
も進駐軍がやってきたが、当時の明石さんに
とって英語は「敵国語」という意識が拭えな
かった。しかし、通っていた中学でいい英語
の先生にめぐり合い、お兄さんにすすめられ
た参考書で英語を学ぶうちに、親しみを感じ
るようになってきたという。旧制の官立山形
高校へ進学すると、『岩波英和辞典』を執筆・
編纂した先生から直接英語の指導を受けた。
このように、中学・高校在学中に文法や語彙
を徹底的に学び、明石さんの英語力の基盤が
固まっていったのだ。
　高校卒業後、東京大学へ進学した明石さん
は、２年生のときに生まれて初めて本物の英
語に触れる。アメリカから来ていた文化人類
学の教授の授業である。授業はすべて英語で
行われていたが、初めの頃は授業冒頭と終了
の挨拶しか理解できなかったと言う。
　「同級生で英文学者になった行方昭夫さん
の著書『英文快読術』には、当時の私のこと
が書かれています。大学に入ったとき、授業
を理解するのに苦労する学生が２人いた。1
人は秋田の山の中から出てきた明石。もう 1
人は新潟の雪深いところから出てきた小和
田。ところが２人とも中学・高校で英語の基
礎だけはきちんとやってきたらしく、１年も
たつと、先生の言うことをほとんど理解でき
るようになっていた……と。明石とは私のこ
とであり、小和田とは雅子妃殿下の御父上、
国連大使や外務次官などを務めた小和田恒さ
んのことです。つまり、中学・高校までにしっ
かりとした基礎を身につけておけば、ヒアリ
ングやスピーキングは後からでも力がつき、
応用できるという実例です」

　それからの明石さんは、お茶会などでアメ
リカ人の青年や教授の令嬢と交流を深め、政
治や社会について英語で論じ合うまでになっ
た。それでもまだ言いたいことを完璧には伝
えられない。そのもどかしさを原動力に、英
字新聞を使ってさらに徹底的に勉強した。「例
えば、社説特有の英文パターンを暗記すれば、
場面に応じて使えます。“It seems to me 
that...” のように、前置きするうちに、自分
が言いたいことを整理して話せばいいのだと
いうことも学びました」。
　そして、国際政治学を研究すべく、フルブ
ライト奨学金を取得して米国へ。英語に対す
る多少の自信も芽生えている中での留学だっ
たが、実際に渡米すると、南部独特の訛りが
あるバージニア州では、英語を聞き取るのに
も苦労した。各国から集まった学生たちが生
活を共にする学生寮では、日本ならではの「以
心伝心」は通用しない。「誰かに何かしてほ
しいことがあるなら、率直に言葉にしなけれ
ば相手には伝わらない」ということを経験し
た。同時に、当時、日本の大学生が常識とし
ていた世界的に有名な文学者や哲学者につい
てなど、案外アメリカの学生は知らないとい
うこともわかった。「『英語力は逆立ちしても
勝てないが、知識や教養は自分の方が上だぞ』
と自信がついたものです」と明石さんは懐か
しむ。

　1997 年末に国連を去ってからは、日本
の若い世代の育成に尽力している。2001
年から群馬県立女子大学外国語教育研究所の
初代所長を務め、「英語能力の向上に関する
提言」などを策定したほか、国際社会に対応
する人材育成のための「明石塾」塾長として、
現在も同県内の高校生を対象に、国際情勢や
日本の現状、異文化理解、英語の研修などを
実施している。

　「昨年９月に日中韓の大学生によるユース・
フォーラム＊１が札幌大学で開催されました
が、日本の大学生も中国や韓国の学生と同格
に論じ合い、実力が上がってきていると感じ
ました。その反面、日本人の留学への関心が
全般的に薄れているという報道もあり、残念
に思います。もし英語が障壁となるのであれ
ば、英語教育そのものを見直すことも考えな
ければならないでしょう。ALT を有効活用
し、日本人教員の英語力を高めることを目的
に彼らとの交流を深めることも一つの方法。
また、３〜６ヵ月の短期間でも構わないので、
イマージョン教育を取り入れ、徹底的に英語
漬けの学習をする場があってもよいのではな
いでしょうか」

　国内での日本人と外国人の交流の機会を増
やすことも、異文化理解を促し、英語を使っ
て交流しようとする意識を高めるのに役立つ。
　「言葉を使いこなすには、時にはミスをし
て恥をかきながら経験を積んで磨いていくし
かない。私自身もそうした経験をたくさんし
てきました。恥は若いうちにかけばいいので
す。私は講演活動もしていますが、講演後の
質疑応答は私の話をどのように受け止めてく
れたのかを知るとても貴重な時間。しかしな
がら、留学生からは実に厳しい質問を浴びせ
られることもあるのに対し、日本人からはあ
まり質問されることがありません。もっと自
信を持って、意欲的に発言してほしいですね。
語学力とは関係なく、何かに疑問を持ったり、
それ以外の考え方があるのではないかとい
う意識を持ったりすることが大切なのです」。
このままでは、世界における日本の発言力や
存在感はどんどん薄れてしまうのではないか
と明石さんは危惧する。
　「英語力をつけることだけを目標として英
語を学ぶのではなく、何か情熱的に知りたい
ことや語りたいことが自分の中にあるから、
それを学び取るために英語を学ぶということ
でよいのです。そうすれば英語力は副産物と
して身についていきますから。現在の日本の
18 歳人口 120 万人のうちの 10% にあた
る 12 万人でも、グローバル人材として育っ
てほしいと思いますし、それは社会が育てて
いかなければならないでしょう。グローバル
人材には、自分の知識や教養、世界観、人生
に向き合う真剣さ、そうしたものをすべて含
めた人間としての総合力を高めることが大切
だということを、学習者も、そして先生も忘
れないでいてほしいと思います」
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発信力よりも
受信力を鍛えよう

明石 康（あかし やすし）

1931 年、秋田県生まれ。東京大学卒、バー
ジニア大学大学院修了後の 1957 年、国連
入り。広報担当の国連事務次長やカンボジア
担当の事務総長特別代表などを歴任。97 年
退官。現在は国際文化会館理事長、ジョイセ
フ会長、日本国際連合協会副会長、群馬県明
石塾塾長、神戸大学特別教授などを務める。

中学・高校時代に
英語の基礎を固める

英語教育の見直しで
内向き志向を打破

＊ 1
日中韓ユース・フォーラム：日中韓３ヵ国の国連協会の
イニシアチブで 2010 年からスタート。未来を担う若
者たちの相互理解促進、人材育成とネットワーク構築
を通じて、北東アジア３ヵ国の長期的なパートナーシッ
プの形成と、世界に開かれた世界のための東アジアの
協力関係の構築を目指す。フォーラムでは、シンポジ
ウム、模擬国連、文化・伝統交流の３つのプログラム
が行われる。第１回（2010）は日本、第２回（2011）
は中国、第３回（2012）は韓国で開催された。

日本人が世界での
存在感を示すために

グローバル人材への近道は
人間として総合力を高めること。
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自国から飛びだし、さまざまな壁を乗り越えながら

八面六臂の活躍を見せる二人のグローバルリーダーたち ｜

三菱商事の現地事務所でイラクを担当する金田木綿子さんと

中東の石油産業を牽引するハンス・ホイスカーさんが、

日本の学生たちに、力強いメッセージを送ってくれた。

グローバルリーダーインタビュー Part 2

国際社会で求められるのは
実際に行動を起こす力
金田木綿子さん

三菱商事中東・中央アジア統括事務所 
イラク担当マネジャー

　子供の頃から日本のみで人生を終える
のは小さすぎ、もったいないと思ってい
ましたので、青年期から意欲的に国外へ
意識を向けていました。一方で、文法中
心の英語授業は楽しくなく、日本にいた
当初は日本語が好きでも英語が嫌いで落
第点ばかりとっていたのを覚えています。

　英語が好きになったきっかけは、ある先
生 の “Close your textbook. Let’s talk.”
というひと言でした。その頃の私にとって、
英語の授業で教科書を開かずに会話のみ
という提案は、とても衝撃でした。興味が
わいてくると、もともと耳が良かったのか、
すぐに英語の音を聞き取れるようになり、
日本語が醸し出す音とは違うハーモニーの

金田木綿子（かなだ　ゆうこ）

米国・ノースイースタン大学卒業
後、NPO 法人でアフガニスタン経
済協力を担当。その後、外務省在
アフガニスタン日本大使館、IBM
オーストラリアを経て、2006 年
に三菱商事ドゥバイ駐在事務所に
入社。2013 年２月から現職。

カルチャーショックは
海外で仕事をする醍醐味
ハンス・ホイスカーさん

Petronor
Managing Director

　私は船乗りの一家に生まれたせいか、
好奇心が強く、リスクを冒すことを厭いま
せん。軍隊に入るために初めて国外に出ま
したが、そのときにどれだけこの世界が大
きい場所であるか、ということに気づかさ
れました。さまざまな国籍の人々が、互い
に関係を築きながらビジネスを成功させて
いく過程を見るのは非常に興味深いです
ね。もちろんそのような場には次第に慣れ
ていきますが、慣れ過ぎて退屈だと感じる
ことはありません。世界には興味深い人々
や多くの挑戦が広がっているのだと気がつ
いてからは、ノルウェーだけの生活に戻る
ことは、考えられなくなりました。

ハンス・ホイスカー
（Hans Hoiskar）

ノルウェー工科大学を卒業後、
石油開発会社などに勤め、中
東各国に駐在。イラク石油省
と築いた人脈を生かし、2001
年に Petronor を設立。各国
の石油会社のサポートをする
ほかノルウェーからイラクへ
の技術移転の推進にも携わる。

お二人が働く中東屈指の都市・ドバイ

英語にのめり込んでいきました。同時に外
国への興味も一層増すことになりました。
　大学からボストンに渡米して英語中心の
環境に身をおいてからは、英語は生きるた
めに必要不可欠なツールとなりました。こ
うなると英語を学ばざるを得なくなり、己
の血となり肉となるよう吸収しました。

　自分の常識は得てして非常識になり得る
という事実を受け入れること。相手の立ち
位置を見極めること。また、障壁を「乗り
越えるべき目標」として設定すれば、困難
はいくらでもモチベーションにつながりま
す。ドバイ生活も早８年、イラクの仕事に
携わって２年となりますが、仕事のやり方
は当然日本とは全く異なりますし、イスラ
ム圏での女性マネジャーということもあっ
て、不足感や困難と毎日向き合っています。

ただ、「この壁を絶対に乗り越えてやる！」
という意気込みや、周りのバックグラウン
ドが異なる方々に刺激を受けると必然とや
る気がわき出てくるのです。

　多文化環境に身をおいて働いていると、
自分が日本人であることを強く意識させら
れます。国外に出てからのほうが、日本の
ことをよく学び、調べるようになりました。
私の所属する会社では、私たちは日本代表
のようなものですから、母国の歴史、背景、
現状をしっかり認識し、第三者に伝達する
使命があります。また、日本人であること
に常に誇りを感じるようになりました。
　私たちは、国際社会では他国の文化や歴
史を勉強しないと国際人ではないと考えが
ちですが、海外の人が知りたいのは私たち
の母国である日本という国についてなので
す。代表者として、自分が日本の良さ・課
題を世界に発信しなければいけないと、自
分自身に日々プレッシャーをかけています。

　日本は本当に素晴らしい国です。日本
人として生まれた私たちは、自分たちがい
かに恵まれた環境でスタートラインに立っ
ているかを自覚し、感謝しなければなりま
せん。同時に、この国の利便性、安全性
は、国民にとってマイナスに働くこともあ
る、ということも知っておいて欲しいです
ね。欲しい物はいつでもどこでも手に入
る、On time で事が運ぶ、丁寧な接客など、
誰かが助けてくれると思っていても国際社
会では通用しません。受動態ではなく能動
態で。語学（英語）は武器です。武器は
使わなくては意味がない。今、国際社会で
求められるのは、入手した情報を頭だけで
理解するのではなく、実際の行動に移す力・
勇気です。日本という恵まれた環境を土台
に、その責任、高潔な姿勢、大和精神を行
動で、真心で証せば、日本人の国際的なプ
レゼンスはより確固たるものになると信じ
ています。

Q日本とは異なる環境で、多種多様な
人々と関わりながら活躍を続けてい
くうえでの原動力は何でしょうか。

Q 海外に長く暮らしていると、日本人と
して意識の変化はありますか？

Q 海外から見た日本という観点で、日本
の読者にメッセージを。

Q 幼い頃から現在に至るまで、海外経験
が豊富な金田さんですが、なぜ世界
に出てみようと思ったのですか？

Q 英語に対する姿勢はどのように変化し
ていきましたか？

Q ノルウェーでは自国での生活に対す
る満足度が高いため、国内にとどま
る人が多いと聞いています。ホイス
カーさん自身はいかがですか？

Q国際的な舞台で仕事をするにあ
たって、カルチャーショックを
経験したことはありますか？

Q日本人と仕事をするうえで、感じた
ことがあれば教えてください。

Q 今後グローバル人材として活躍した
い、と考えている学生のために、ア
ドバイスをお願いします。

　もちろん、さまざまな文化的背景の
なかで仕事を続けていくうえで、難し
さを感じることはたくさんあります。非常
に厳しい宗教的な慣習が存在したり、独裁
政治が行われているために言論の自由が
ないことに強い衝撃を受けることもありま
す。しかし、このようなカルチャーショッ
クこそが、国際的に仕事をするうえでの醍
醐味だととらえています。

　日本人と仕事をした経験は多々あります
が、彼らは自信をつけるまでに多くの時間
を要するようですね。礼儀正しくて、注意
深く、細部にこだわる傾向があります。
　仕事を遂行する能力には信頼がおけま
すし、世界でもトップクラスだと思います。

コンセンサスを重視するところや、物事を
深刻にとらえ過ぎるといった、一見欠点の
ように思われがちなところも、ときには良
い結果につながります。
　例えば、日本には素晴らしい木工芸術
がありますが、これは仕事に対して誇りを
持って取り組み、完璧主義にこだわってい
る証拠だと思います。たまに、ワーカホリッ
クなどと揶揄されることもありますが、日
本人の仕事に対する姿勢は、世界的にも高
く評価されているのです。

　やはり、英語を使えることが必須です。

可能であれば、第二外国語、第三外国語ま
で身につけられると、活躍の場がぐっと広
がります。海外で勤務する機会を積極的に
求めて、雇用主に「世界で働きたい」とい
う気概を見せることも、いいアピールにな
るでしょう。
　海外に出たら、初めはさまざまな文化に
触れ、それらを吸収するように努めてみて
ください。それから、ある程度違う文化や
慣習のなかで働くことに慣れてきたら、今
度はおかしいところがないか、自問自答す
るようにしてみてはどうでしょう。もちろ
ん違った文化や慣習に対する寛容さは必要
ですが、何でもただ受け入れて、鵜呑みに
すればいいというわけではないのです。
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リベラルアーツ教育を軸にグローバル人材育成を進める

埼玉大学・教養学部の取り組みが、2012 年に、

文部科学省の「グローバル 30 プラス」に採択された。

大学全体を牽引する教養学部の国際化への挑戦は、

学生たちに、どんな未来図を与えられるだろうか。

国際交流に取り組む大学 埼玉大学

　キャンパスの国際化や国際教育を特色とし
て打ち出しているのは、個性を競う私立大学
ばかりではない。国公立大学でもこれからの
時代に即した教育の一環として、グローバル
人材の育成に重点を置き始めている。
　国立埼玉大学（埼玉県さいたま市）のグロー
バル人材育成を牽引するのは、リベラルアー
ツ教育を提供する教養学部。2012 年、教養
学部を中心とした取り組みが文部科学省の「グ
ローバル人材育成事業（特色型）」に採択され
たことで、埼玉大学はグローバル人材育成に
おける日本の拠点大学のひとつとなった。
　「グローバル人材育成事業」は、通称「グ
ローバル 30 プラス」として知られる。平
成 25 年度末をもって終了する「グローバル
30」が、海外からの留学生を受け入れるた
めの日本の大学の体制整備を目的としたのに
対し、今回の「グローバル 30 プラス」が目
指すのは、日本の若者の「内向き志向」から
の脱却と、グローバルな舞台に積極的に挑戦
し活躍する人材の育成だ。具体的には、①「語
学力・コミュニケーション能力」、②「主体性・
積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、
責任感・使命感」、③「異文化に対する理解と
日本人としてのアイデンティティー」という、
３つの力を身につけた若い力を育てるという
もの。
　ちなみに「グローバル 30 プラス」には、
大学全体のグローバル化に取り組む「タイプ
Ａ（全学推進型）」と、特定の学部や大学院
による取り組みの「タイプＢ（特色型）」があり、
埼玉大学教養学部のケースは後者にあたる。
　同学部が展開する「グローバル人材育成プ

ログラム」について、伊藤博明学部長以下、
プログラムの開発推進に努める教師陣に話を
聞いた。それによると、教養学部における
アーツ＆サイエンスという学問領域では、「人
材養成の目的を現代に即してアップデートす
ると、必然的にグローバル人材育成の要素が
入ってくる」という。
　その言葉の通り、教養学部の取り組みは、
国際化が進む社会の求めに大学として応じよ
うとする流れのなかで、ごく自然な形で推進
されてきた。従来から力を入れていた英語教
育を一層強化し、多文化理解や海外体験に関
するモジュールを導入。基盤教育をアップ
デートすると同時に、よりアクティブな教育
への質的転換を図った。その結果、グローバ
ル人材育成を基軸に据えた教育の特色を、以
下のようにまとめている。

　このうち学生の海外体験に関し、留学（ア
カデミック）とインターンシップ（実務）と
いう、方向性を変えた２種類の機会を設け注
力している点は、若者の「内向き志向」克服
という「グローバル 30 プラス」の目的のひ
とつにも直結し注目される。
　留学を希望する教養学部の学生は、年間
30 人前後で推移してきたが、今年は１、２
年生を中心に一気に 50 人を数えるに至っ
た。この割合は、同学部１、２年生の実に７
人に１人が留学を目指していることを意味
し、「国立大学で、外国語学部でもないのに、
これほど留学が盛んになるとは」と、留学を
奨励してきた教師陣も目を見張る。

　「留学希望者が急増した原因としては、
2009 年 10 月から、埼玉大学全体の特別教
育カリキュラム、『グローバル・ユース・プ
ログラム』がスタートしたことが大きい」
　そう指摘するのは、同学部の高木英至教授。
開発問題に重点を置いた「グローバル・ユー

ス・プログラム」では、海外でのインターン
シップや、１年程度のアメリカ留学もカリ
キュラムに組み込まれている。受講にあたっ
てはある程度の英語力が求められ、成績と面
接により受講生が選抜される。
　この「グローバル・ユース・プログラム」
は教養学部固有のプログラムではなく、全学
に開放されているものだが、実際には教養学
部からの応募が最も多い。教養学部は入学時
の学生の英語力が全学的に高いうえ、IELTS
も学内で無料受験できるため受験者が増えて
いる。もちろん学部独自のグローバル人材育
成プログラムを通じ、留学を前提とした英語
教育を１年次から活発に行っていることは言
うまでもない。高木教授は言う。
　「留学をする先輩や仲間が、教養学部では
周囲に何人もいて、昨日まで机を並べて勉強
していた学生が留学し、１年後には戻ってき
て、自分の体験をみんなに話すわけです。こ
うした環境が、留学を身近なものにし、敷居
を低くしているのだろうと思います」
　全学的な「グローバル・ユース・プログラ
ム」には、海外インターンシップも含まれて

７人に１人が留学を目指す
教養学部のグローバル教育

留学とインターンシップで
多様な国際体験を得る

グローバル化を見据えた
教養学部のたゆまぬ挑戦

教養学部が拓く
グローバル人材育成

●	国際的に通用する大学教育課程の整備
●	正しい日本理解にもとづいた多文化理
	 解教育の推進
●	英語スキル教育を強化し、高水準の英
	 語運用能力が身につく教育の推進
●	意欲のある学生は、4年間の学部就業	
	 年限内で、1年程度の海外の大学への	
	 留学と、海外インターンシップが可能
●	海外留学や海外インターンシップを支援
	 するための個別指導の充実
●	IELTS等の英語検定が原則無料で受験
	 可能
●	海外留学をする学生に、文部科学省の
	 奨学金が優先配分
●	「帰国子女入試」に加え、平成26年度
	 からは高校在学時に1年間以上の海外
	 留学体験をした受験生を対象に、「海外
	 留学経験者特別入試」を実施

「Insights into Global Development」の授業風景。

＊１

多文化理解科目
「分裂した世界における人権」「民
族紛争問題」など

＊２

日本理解科目
「Pop Culture in Japan & 
East Asia」「Postwar Japan」
など

＊３

グローバル・リーダー
育成プログラム
留学後教育、海外インターンシッ
プに向けた教育など

社会

大学院

一般入試

海外留学経験者入試

英語スキル教育・特別プログラム

第２外国語

Academic 
Skills

多文化理解科目 （＊１）

日本理解科目 （＊２）

留学を動機づける科目

海外留学
グローバル・リー

ダー育成
プログラム

（＊３）

海外
インターン

シップ

教養学部の学士課程

海外留学
相談

海外留学
事前指導

海外留学中の
指導

海外留学後の
キャリア指導

１年 ２年 ３年 ４年

教養学部のグローバル人材育成カリキュラム
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いる。４年間の学士課程のなかで、インター
ンシップまで経験できるケースは稀だ。貴重
なチャンスを生かし、「学生時代にできるだ
け幅広く、生きた海外体験を得てほしい」と
市橋秀夫教授。教養学部としても、「グロー
バル人材育成プログラム」の一環で、留学担
当とは別に、海外インターンシップを担当す
る教員も配置して、サポートやバックアップ
に当たっているという。
　インターンシップの実施については、米
国ワシントン DC のワシントンセンター

（TWC）や、カナダのブリティッシュ・コ
ロンビア大学（UBC）との提携で行われて
いる。これらの提携機関がアメリカやカナダ
でのアカデミック・プログラムとトレーニン
グを提供し、インターン先の選定や手配まで
を行う仕組みだ。
　インターン先はアメリカやカナダを中心
に、大学、研究機関、シンクタンク、行政機
関、国際協力や開発系の NGO、民間企業と
多岐にわたり、本人の希望、それまでに学ん
できた分野、英語力などを考慮して派遣先が
決定される。教養学部では現在、毎年 10 名
程度の学生が、何らかの形で海外インターン
シップを経験しているとのことだ。
　インターンシップの意義と学生の反応につ
いて、担当のアクセル・カーペンシュタイン
准教授は次のように語っている。
　「海外で仕事をするという経験には、留学
とは違った発見や学びがあります。高い英語

力が要求されますし、実践的な知識を学びつ
つ、与えられた仕事は責任をもって遂行しな
くてはなりません。勉強することが多いため、
ときには睡眠時間を削って頑張らなくてはな
らないなど、チャレンジングでもあるようで
す。それでもインターンシップは学生たちに
好評で、『人生観が変わりました』と言って
くる学生もいます」

　埼玉大学教養学部の「グローバル人材育成
プログラム」は、学部独自のプログラムと、
大学自体が持つ既存の資源やプログラムを密
に結ぶことで、効率的に展開してきた。学生
が誰でも気軽に利用できる「英語なんでも相
談室」も、大学の既存施設だ。ネイティブ・
スピーカーの教員が交代で詰め、英語に関す
る相談に応じたり、ワークショップを開いた
りするいっぽう、学生同士のピア・エデュケー
ションの場としても活用されている。「グロー
バル 30 プラス」の補助金を得て教材や教員
の拡充が進んだことで、教養学部の学生はも
ちろん、全学的にも英語力の底上げに貢献し
ているという。
　文科省の「グローバル 30プラス」採択か
ら１年、教養学部の「グローバル人材育成プ
ログラム」は、学生の英語力、国際社会に対
する関心、海外体験、主体性といったさまざ
まな面で、徐々に成果を挙げ始めた。新たに

入学してくる学生は、最初の１年間でしっ
かり英語を身につければ、２年生で留学す
ることも可能だ。留学中に取得した単位は
基本的に移行できるので、休学の必要も
ない。さらにその後、海外でのインターン
シップに参加して、自分の関心分野について、
社会に出る前に英語で実務を経験することも
できる。あらゆるチャンスを生かして成長し
てほしいと、先生たちの意気込みも熱い。
　「一部のエリートや、海外で活躍する人だ
けが、グローバル人材ではありません。日本
の大学を卒業する学生の大多数は国内で就職
しますが、これからは日本にいても、学生時
代に身につけた国際感覚や、留学で学んだこ
とが生かせる時代です。日本にいながらグ
ローバルに活躍できる人材こそ、私たちは当
たり前のこととして、育てていきたいと考え
ています」（市橋教授）
　「大学の新入生の大半は、留学経験などな
い普通の高校生です。将来どういう仕事をし
たいのか、明確な進路もまだ定まっていない

かもしれません。その新入生が４年後に、胸
を張って国際化が進む社会に巣立って行ける
こと。それが私たちの目指すグローバル教育
です」（伊藤学部長）
　学生のニーズや意見を注意深く拾いつつ、
さらなる成果に向けた地道な試行錯誤が続く。

日本社会で活躍する
グローバル人材を育てたい

左：海外協定校と綿密な打ち合わ
せを重ねプログラムの充実を図る。
下：留学生も数多く学び、キャン
パスの国際化も進んでいる。

埼玉大学

1949 年設立。５学部４大学院研究科を擁
する文系と理系のバランスがとれた総合大
学。基本方針のひとつに「国際社会への貢
献」を掲げ、教養学部が先導するグローバ
ル人材育成の取り組みを全学に波及させ
て、国際基準の教育へと質的転換を目指す。
400 名を超える外国人留学生が学び、キャ
ンパスの国際化も進行中だ。
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　少子高齢化により日本の社会がどう変わる
かという問題を、紙面でしばしば取り上げて
いるのですが、最近、日本で空き家問題が深
刻化しつつあるということを知り、埼玉県所
沢市の空き家とそれを管理する NPO「空家・
空地管理センター」を訪ねてみました。
　2008 年の統計によると、日本の住宅の
13.1 パーセントに当たる 757 万件もの家
が空き家の状態にあり、総務省によると、
2028 年には 23.7 パーセントにまで上がる
だろうと予測されています。
　空家・空地管理センターが所有者から管理
を依頼されている所沢のとある物件は、窓が
はずれて吹きさらしの状態にあり、雨や風で
傷んで床は今にも抜けてしまいそうでした。
所有者は東京に住んでいて、もう３年も無人
の状態にあるのです。
　こういった家があると、崩壊や出火の危険
や、排水がもれる恐れがあるため、近隣住民
から苦情が出るようになります。この NPO
は、家を管理するとともに、そういった苦情
に対応する業務も行っています。
　「かつて東京の郊外に多くの家が建てられ

ましたが、成長した子どもたちは都心に移り
住み、両親が亡くなると、残った家が荒れ果
てるだけという例が増えています」と NPO
の担当者。このような NPO はまだ全国に数
がなく、空家・空地管理センターはごく少な
い例の一つです。

　独立行政法人建築研究所の専門家による
と、日本人は一般に新しい家を好み、古い家
に住み続けたがらないという傾向があるよう
です。また、戦後すぐに建てられた家の多く
は現在の建築基準法に合わず、家の前の道路
の広さの規制などから、同じ土地に新しい家
を建てることができない例も多く見られま
す。さらに、家が建っている土地は、家を建
てていない場合に比べ固定資産税が６分の１
になるという制度があり（※ 200 平方メー
トルまでの小規模住宅用地）、税金を節約す
るために、家が老朽化してもあえてそのまま
残しておく人もいるそうです。
　最近では、一部の自治体がこの問題に取り
組んでいます。例えば東京都足立区では、崩
壊の危険のある家屋の所有者に解体を指導・
勧告し、解体には 100 万円までの助成金を

出すとしています。ただし、こういった例も
まだ非常に限られたものなのです。
　古い家を活用してカフェやシェアハウスを
つくる、解体した土地に高齢者向けのデイケ
アセンターをつくるという解決法も考えられ

ますが、「できれば所有者が生前に処分を」と、
空家・空地管理センターの担当者は勧めてい
ました。

日本で起こっていることを外国人に伝えるときは、

物事の背景を理解し、わかりやすく説明するスキルが求められる。

英字新聞 The Japan Times の記者に、

日本の「今」を世界に伝えるためのコツを教えてもらおう。

＊参考記事　
http://www.japantimes.co.jp/news/2014/01/07/
national/abandoned-homes-a-growing-menace/

４分の１の家が
空き家になる？

NEWS

今月の記者　小竹朝子さん　
1995 年ジャパンタイムズ入社。週刊 ST（現 The Japan Times ST）
を経て The Japan Times 報道部に。現在は記者兼社会経済デスク。

英字新聞記者の視点
日本のニュースを英語で発信しよう

 by Tomoko OtakeVol.22

As Japan’s population ages and shrinks, run-down, uninhabited properties 
are becoming more common.

日本の人口が高齢化し減少するにつれ、荒れ果てた住む者のない土地家屋が増え
つつある。

日本に空き家が増えている！
Topic 01

家を残しておくのは
税金を節約するため

　情報セキュリティ対策を専門とする企業、
株式会社ラックは、20 歳未満の若手技術者
を対象に、総額 100 万円までの支援を行う
と発表しました。同社はこれまでにも、情報
セキュリティについて学びたい学生のための
合宿「セキュリティ・キャンプ」、ハッキング
などによって情報技術の腕を競い合う競技会

CTF（Capture the Flag）の参加者への支
援を行ってきました。今回もそういった若手
技術者を支援する取り組みの一つで、100 万
円までの支援は、例えばハードウェアやソフ
トウェアの支給、セキュリティ技術競技参加
のための渡航費用といったかたちで提供され
ます。
　情報セキュリティの世界では、政府や企業
のコンピューターに侵入し、情報を盗みとっ
たり違法に操作しようとしたりするサイバー

攻撃が後を絶たず、しかもその手口が次第に
複雑化し、巧妙になっています。「サイバー攻
撃に備えるため、弊社では企業にさまざまな
対抗手段を提供したいと考えているのですが、
あいにく多くの企業にはまだ、それらを理解
して実践できるだけの人材がそろっていませ
ん」と、ラック社の担当者は語ります。既存
の専門家だけでは足らず、優秀な技術者を早
期に育成する必要に迫られているようです。

　昨年、同社は兵庫県灘高校のパソコン研究
部に所属する生徒を中心とするチームに、高
度なシステム解析ソフトを購入するための資
金 70 万円を提供しました。このチームは日
本国内の CTF に参加して上位入賞を果たし、
アメリカでの競技会にも参加する意欲を持っ
ていたとのことです。
　CTFは若者向けの競技会というわけではな
いのですが、参加者の年齢は次第に下がって

きていて、高校生、または中学生が参加する
こともあるそうです。日本は情報セキュリティ
の分野では遅れているという印象がありまし
たが、実際は多くの日本の若者が、CTF のよ
うな大会で活躍しています。
　この 20 歳未満の若者を対象とした支援プ
ログラムは、支援を活用するための具体的な
活動計画が審査の対象となっています。応募
期間は今年２月１日から３月31日まで。6月
上旬に選考発表が行われます。興味のある人
は、ぜひラック社のウェブサイトをチェック
してみてください。

「U-20 IT スーパーエンジニア・サポートプ
ログラム " す・ご・う・で "」
http://www.lac.co.jp/corporate/
citizenship/student-support.html

優秀な若手技術者に
100万円までを支援

＊参考記事
http://www.japantimes.co.jp/news/2014/01/09/
business/security-firm-offers-1-million-grant-to-
nurture-young-computer-buffs/

A Tokyo-based IT security firm has established a unique program that 
offers up to ¥1 million in financial assistance to computer whizzes under 
the age of 20.

東京都拠点とする情報セキュリティ企業が、20 歳未満の有望なコンピューター
技術者に、100 万円までの経済的支援を行うという、独自のプログラムを始めた。

20歳未満のエンジニアを支援
Topic 02

東京都足立区では老朽化した家屋の解体費用を援助する／ Tomoko Otake

セキュリティ競技会で
活躍する中高生たち
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News in English

〜 英 文 記 事 を 読 ん で み よ う 〜
This month’s selections from The Japan Times

KazuaKi Nagata
StaFF WRitER

Japan still has a wealth of products 
that can be sold to the world, and many 
are still waiting to be discovered, accord-
ing to Nobuyuki Ota, CEO of the newly 
founded Cool Japan Fund Inc.

The fund, set up in November under a 
public-private Cool Japan initiative to 
promote home-grown products over-
seas, will closely network with regional 
governments, municipalities and banks 
to pursue projects that show promise, 
Ota said in a recent interview.

If the fund succeeds, some of the na-
tion’s battered regional economies may 
get an unexpected lift.

“I want to say, ‘Let’s energize local 
economies together.’ If we can have one 
or two successful cases in your prefec-
ture, others will follow suit,” said Ota, a 
former executive at department store 
chain Matsuya Co.

“This may sound extreme, but if they 
don’t push themselves, local economies 
will not find ways to get energized 

again,” he said.
The Cool Japan strategy is one of the 

government’s key industrial and 
economic policies. The government 
provided ¥30 billion and 15 private 
firms chipped in a combined ¥7.5 bil-
lion for the fund. They include ANA 
Holdings Inc., Dentsu Inc., Namco Ban-
dai Holdings Inc., Dai Nippon Printing 
Co. and Mizuho Bank.

The fund’s main role is to source mar-
ketable products and help promote 
them overseas so Cool Japan can create 
opportunities for Japan’s firms while 
promoting its goods and culture on a 
larger, global scale.

The Cool Japan Fund also plans to 
build Japanese shopping centers in 
major cities and get foreign TV stations 
to broadcast more Japan-related con-
tent.

As an example of a successful model, 
Ota mentioned Dassai, a sake brewed in 
Yamaguchi Prefecture. By actively mar-
keting the tipple abroad, Asahishuzo Co. 
has turned Dassai into one of the most 

popular brands sold today, in Japan or 
abroad.

“We hope to strategically copy such 
cases,” Ota said.

When promoting products overseas, it 
is important they be presented in a pack-
age, he said.

For instance, when trying to sell rice, 
at the same time you can promote Ja-
pan’s rice-eating culture by cooking it in 
the traditional way. This gives you a way 
to sell not only rice, but the earthen pots 
it is cooked in and Japanese culture.

Ota mentioned a number of short-
term goals for the fund, such as trying to 
explain what Cool Japan means.

“People have different images of Cool 
Japan, so we have to provide our image 
of Cool Japan in a way that people can 
easily understand,” Ota said.

Many Japanese will probably think of 
manga or anime — elements of so-called 

otaku (geek) culture. But Cool Japan 
includes a whole range of things, like 
fashion, food and even culture or cus-
toms, said Ota, who was also a former 
president of fashion design company 
Issey Miyake Inc. and spent most of his 
career in fashion-related jobs.

Ota said many industries associated 
with Cool Japan have been given the 
cold shoulder by the government com-
pared with automobiles and electronics.

The government admits that even 
though manga, anime, fashion and food 
might be popular overseas, they are not 
having much success making money, 
which is why the Cool Japan Fund is 
now trying to take a more strategic ap-
proach.

“The state has realized that these 
industries will play important roles in 
creating future growth opportunities for 
Japan,” Ota said.

aNdREW McKiRdy
StaFF WRitER

Keisuke Honda has waited a long time 
to get his shot with one of Europe’s big-
gest clubs, but his patience should stand 
him in good stead as he begins life with 
Italian giants AC Milan this week.

Honda was set to be unveiled by the 
seven-time European champions on 
Wednesday after signing a contract with 
the club until June 2017, with the Ros-
soneri handing him the No. 10 shirt 
made famous by the likes of Ruud Gullit, 
Dejan Savicevic and Rui Costa despite 
having never played in any of Europe’s 
elite leagues.

At the age of 27, however, Honda has 
certainly served his apprenticeship. The 
attacking midfielder thrived in two years 
with modest Dutch club VVV-Venlo after 
leaving Nagoya Grampus in early 2008, 
and improved further after a move to 
CSKA Moscow in January 2010 brought 
a steady diet of Champions League ap-
pearances.

But a four-year contract with the 
wealthy Russians proved to be some-
thing of a set of golden handcuffs after 
Honda made a wider name for himself at 

the 2010 World Cup just months into the 
deal, and the player’s desire to move 
west repeatedly fell on deaf ears as CSKA 
refused to let the player leave on any-
thing but their own terms.

Now that Honda has signed with 
Milan, none of that matters. Instead he 
can draw confidence from the fact that 
he is joining one of Europe’s blue-chip 
clubs as he enters the peak years of his 
career, with enough experience, know-
how and physical ability to make a last-
ing impression on the San Siro crowd.

“First of all, he is technically skilled,” 
Milan manager Massimiliano Allegri 
told reporters on Sunday. “His game will 
broaden our offensive repertoire. Even 
with three men up front, he will be the 
trigger for our attack.

“We have been looking for a player 
who can fill that position. I’ve seen what 
he’s done for CSKA Moscow at the Euro-
pean level.”

Unfortunately for Honda, Milan is ex-
periencing a turbulent 2013-14 season, 
with Allegri’s side currently 11th in the 
Serie A table. Progress to the last 16 of the 
Champions League will come as scant 
consolation for Honda given that he is in-

eligible for the rest of the 
campaign having already ap-
peared for CSKA, and Milan’s 
domestic struggles look cer-
tain to preclude involvement 
in Europe next season, too.

But Honda did not make his 
move with simply the short-
term in mind, and the Osaka 
native has everything it takes 
to make his time in Milan the 
defining period of his career.

The Rossoneri have enough 
quality in their squad — Mario 
Balotelli, Kaka, Stephan El 
Shaarawy — to render this 
season’s struggles no more 
than a blip, and Honda is ca-
pable of making a significant 
contribution.

“I have a lot to give and to 
offer the team,” Honda told 
Milan TV after landing in 
Italy last weekend. “I’ve been 
waiting for today for a long 
time and it’s a dream come 
true. Milan are a legendary 
club and I supported them as 
a child.”

The world has been waiting 
to find out if Honda is the real 
deal ever since he made his name at the 
World Cup in South Africa, and the in-
tervening four years out of the spotlight 
in Russia means he has something to 

prove after belatedly arriving at soccer’s 
top table.

Now he is ready to show he belongs 
there.

Marketing us to the world: Cool Japan Fund Inc. CEO Nobuyuki Ota stands beside the 
fund's logo at his office in Tokyo's Roppongi district. KAZUAKI NAGATA

Keisuke Honda of AC Milan celebrates scoring the 
third goal during the TIM Cup match between AC 
Milan and AC Spezia at San Siro Stadium on January 
15, 2014 in Milan, Italy. KYODO

Cool Japan Fund chief 
says crafty marketing 
key to regional revivals

Honda’s moment arrives after 
long wait to join AC Milan
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世界戦略と環境技術力で
世界一の空調メーカーへ

　しずく形のキャラクター「ぴちょんくん」
が登場するエアコンシリーズ「うるるとさら
ら」の CM でおなじみのダイキン工業。創
立から 90 年、家庭用はもちろん、空港や駅、
オフィスビルなどに設置される業務用製品を
中心に、空調機器全般の開発・製造を手がけ
てきた。1990 年代半ばから海外事業を積
極的に伸ばした結果、2010 年には空調機
器売上高で世界一位の座を獲得。フッ素化学
分野でも世界二位の規模を誇るグローバル企

業である。
　「ダイキン工業が他に先駆けて海外事業拡
張へと舵を切ったのは、94 年から経営トッ
プとなった現取締役会長兼 CEO である井上
礼之の決断です。その背景には、まず『世界
一になりたい』という熱い思いと、国内に
頼った成長は頭打ちになるとの見通しがあり
ました」と話すのは、東京支社人事本部・採
用グループ担当部長の東風晴雄さん。
　事業拡張の範囲は全世界に及び、中国、イ
ンド、ブラジルなど急成長まっただ中の新興
国はもちろん、冷房を必要としていなかった
欧州各国、さらには空調発祥の地であるアメ

リカへも進出、地域ごとに生産・開発拠点を
設け、販売網を確立する以外に、外国企業の
買収や提携といった手段をも駆使した。
　20 年に及ぶ海外戦略の成果として、今
では世界 22 ヵ国に 74 の生産拠点を構築、
145 ヵ国に販売網を展開し、売上高に占め
る海外事業比率は 70％を超える。地域別売
上も、北米、欧州、中国、アジア／オセアニ
アそれぞれで 15 〜 20 数％とバランスの取
れた構成となっており、現在、グループ従業
員数 5 万人のうち、75％以上が外国人との
ことだ。

　「世界に目を向ければ、空調の普及率はせい
ぜい10％。市場は年率５％の伸びを続けて
おり、まだまだ成長期にあります」と東風さん。
　ダイキン工業のグローバル化の特徴は、現
地のニーズを的確に把握し、それに見合った
製品を開発・投入するという「最寄り化」に
象徴される。空調とひと口に言っても、世界
中では暑さ寒さ湿度といった気候の違いはも
ちろん、生活様式や趣味志向、建築様式、電
力事情などが大きく異なる。例えば住宅用エ
アコンをインテリアとしてとらえる中国で
は、赤や金銀の据置タイプが好評だったり、
環境問題に敏感で比較的寒冷な欧州市場に
は、空気中の熱を使う「ヒートポンプ技術」

による暖房 ･ 給湯器がマッチし、セントラル
ヒーティングの伝統を持つ北米の建築物では
ダクト方式のエアコンが一般的……といった
具合に。それに応える柔軟で斬新な製品開発
こそが、ダイキン工業の海外市場を伸張させ
てきた。
　当然のことながら、空調機器需要の成長を
にらんでの、アメリカ、中国、韓国など世界
の空調メーカーとの競争も激化している。
　そうしたなかで、グローバル事業拡大のさ
らなる加速化を狙って進められているのが、
現地国籍のスタッフをトップに据えて経営を
任せる、すなわち「経営の現地化」だ。
　しかしそれと同時に、ダイキン工業ならで
はの理念とビジネス手法を日本から浸透させ
ることにも力が注がれている。ちなみに、ダ
イキン工業の標榜する理念とは、「環境貢献
と事業拡大の両立」と、それを支える「人材
力の強化」。「一人ひとりの成長の総和が企業
発展の基盤」という考えに基づき、従業員全
員が持てる力を最大限に発揮して成長できる
場を用意し、高い環境技術力を強みに、社会
と企業双方の発展を目指すということだ。
　そして、そのための鍵となるのが、「ブリッ
ジパーソン」なのである。

　「ブリッジパーソン」とは文字通り「架け
橋になる人」のことだが、ダイキン工業では
さらに、「地に足の着いた専門性を身につけ
て、現地の事業にトランスファーできる能力
を持つ人材」と定義している。またそのため
には、異文化を俯瞰的に理解し、全体最適の
視点で戦略に展開できる柔軟性や、豊富な知
識と専門性をベースに自らの意見を堂々と発
言できる力を持っていることも求められる。
　こうしたブリッジパーソンになり得る人材
こそが、ダイキン工業が採用したいと考えて
いる人物像にほかならない。
　「当社では、伝統的に人物面を重視して採
用しています」と、東風さんは前置きし、「具
体的には、たゆまぬ向上心を持ち続け、自
ら成長しようと努力し続けることのできる
人、新たな領域へ挑戦し、変革していける人。
それに、自分の意見をはっきり主張できる、
ちょっと『出過ぎた杭』のような人にも来て
ほしいと考えています」と話す。
　グローバル企業ゆえに、海外と仕事をする
部署が多いが、前述した事業特性もあり、海
外赴任比率が６％以上と特に高い。語学に自
信があればそうしたチャンスをつかみやすい
のは事実です、と東風さん。しかし、採用の
段階では具体的な点数などの基準はない。そ
れよりも、グローバルな視野で物事をとらえ
課題や戦略に展開できるかどうか、チームの
一員として責任を持って実行に邁進できるか
といった素養を重視しているとのことだ。

グローバル化へ舵を切り
世界一位の売上高達成

「最寄り化」が象徴する
ダイキン工業の海外戦略

グローバル企業を支える
「ブリッジパーソン」

ダイキン工業株式会社Vol.22グローバル企業訪問

中国市場で展開しているダイキン工業のルームエアコン。デザインも色も、日本とはかなり嗜好が異なる。

2010 年に空調売上高で世界トップとなった

日本屈指の空調メーカー、ダイキン工業株式会社。

社員一人ひとりの成長が企業を発展に導くという

信念のもと、今後のさらなる事業拡大に向けて

グローバル人材力の強化にも余念がない。
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ダイキン工業株式会社
1924（大正 13）年、飛行機用ラジエーター
チューブ等の生産を主とする合資会社大阪
金属工業所として発足。1934 年に大阪金
属工業株式会社として改組・設立、フッ素
系冷媒の研究・冷凍機の開発を経て、1951
年、日本初のパッケージ型エアコンの生産
を開始。以来、空調業界を主導する企業と
なる。1963 年、社名をダイキン工業と改め、
2010 年には空調事業の売上高で世界一位
となる。空調機器と冷媒の両方を自社開発
できる唯一の企業として、世界の空気環境
を担う存在である。

Corporate Information

　「大学時代には、どんなテーマでもいいので、
自分の意志で目標を設定し、何かをやり抜い
たという経験を積んでほしい。それは大きな
自信となり、入社後も必ず生きるはずです」。
　とりわけ留学経験のある人は大歓迎という
同社では、大学のグローバル人材育成強化に

応える形で、留学によって広がる将来の
可能性を知ってもらおうとカリキュラム
を提供したり講師を派遣したりするなど、
産学連携にも積極的に関わっている。ま
た、留学によって通常の就活期間を逃し
てしまう学生に対して、採用期間を考慮
するなどの取り組みを行っている。

　さらに、ブリッジパーソンとなるグロー
バル人材の拡充に重点を置く同社人事本
部は、若手の育成にも力を入れている。
　「99 年にスタートした『海外拠点実践
研修』制度は、平均 20 歳代の若手を選
抜し、海外に１年間送り出すものです。
研修とはいえ、現地国籍のマネージャー
のもとで働き、なんらかのミッション―
―例えばインドの家庭用エアコンはどう

あるべきか――といった課題に取り組み、成
果を持ち帰ってもらいます」
　すでに 12 期、欧米や中国はもちろん、イ
ンド、ブラジル、トルコ、中東、東南アジ
アに毎年 30 〜 40 名の研修社員を送り出し
ている。この研修を修了した社員は、ほぼ

100％海外に赴任、もしくは海外との交渉
や出張の多い業務についているとのことだ。
　また、「一人ひとりの成長の総和が企業発
展の基盤」とする観点から、同社は「女性活
躍推進」にも力を注ぎ、意欲的な女性社員を
積極的に応援する態勢を整えている。まず、
2001 年から総合職／一般職の区分を撤廃。
仕事と育児の両立についても、育児休暇期間
を一律に定めるのではなく短期から長期まで
選択できるよう環境を整備、育児フレックス
勤務も小学校卒業まで適用可能とした。さら
には育児中の社員のサポートとして、残業や
子どもの病気の際に利用するホームヘルパー
費用や応援を頼む親の交通費を負担するな
ど、現実に即したきめ細かい支援プランが用
意されている。こうした多様な働き方が選べ
る職場になったことで、女性社員の平均勤続
年数は 20 年間で約 2.5 倍の 10.4 年へと長
期化。ダイバーシティ（多様性）を尊重した
企業としての成果を上げている。
　　　　　　　　　＊
　2012 年 11 月、ダイキン工業では世界で
初めて、地球温暖化への影響が従来の 1/3
である新冷媒「R32」を採用したルームエ
アコン「うるさら 7」を日本市場に投入した。

オゾン層保護と温暖化抑制という課題のも
と、世界で唯一、空調機器と冷媒開発の両方
を手がけるメーカーとして、次世代冷媒の探
索、実用化を進めてきた同社が、現時点で最
もふさわしいと判断した新冷媒「R32」を
いち早く商品化したものである。
　同社の高い研究開発力と省エネルギー技術
を生かした「より快適な空気環境」への取り
組みは、「環境貢献と事業拡大の両立」とい
う経営理念の具現化であり、真のグローバル
企業としての社会的責任を果たすものとし
て、世界中から高く評価されている。

若手社員を抜擢し
一年間の海外実践研修

視野を大きく広げてくれた
入社一年目の中国勤務

　2009 年秋に入社してすぐ、ダイキング
ループﾟの海外事業を統括している「グロー
バル戦略本部」に配属されました。ここで空
調業界のことをゼロから学び、弊社の空気清
浄機や空調機に搭載している独自技術の「ス
トリーマ技術」を世界に展開するプロジェク
トに関わりました。
　翌年の夏には「大金（中国）投資有限公司」
の上海分公司に赴任が決まり、MARKETING
本部で中国市場向けの家庭用の製品（ルー
ムエアコンや空気清浄機）を担当しました。
2013 年 10 月に帰国し、現在のグローバル
プロジェクトグループに配属されましたが、
本格的な営業は初めての経験で、ゼロからの
スタートと身を引き締めているところです。

　上海での３年間は、中国現地の営業部門や
日中の開発部門と関わりながら、商品企画や
販売促進などものづくりの現場を経験しまし
た。ダイキンの中国名称「大金」は縁起のい
い名前でもあり、空調の高級ブランドとして
お客様に受け入れていただいています。その
ブランドにふさわしく、お客様のニーズに答
えうる、性能にこだわった新しいルームエア
コンを追求し、現地営業社員と開発メンバー

一丸となって試行錯誤を重ね、床置きタイプ
のフラッグシップモデルが誕生しました。新
商品発表会で、できあがった商品にスポット
ライトが当たる様子を、ともにプロジェクト
に関わった技術者や現地の上司、同僚と見た
ときは、なにより達成感を感じました。

　大学時代、台湾に1年間留学して中国語を
勉強したのですが、やはり仕事で使うとなる
と苦労の連続で、日々勉強でした。ただ、語
学の重要性は当然として、言葉よりさらに大
切なものがあると気づかされた３年間でした。
　ものづくりに関わる仕事をするうえでは、
製品についての知識がまず必要であり、日本
の市場がどうなっているかを知っておくこと
の大切さを身にしみて感じました。経験の浅
い私に求められていたのは、よりお客様目線
に近いところで商品を考えることだったと、
今にして思います。
　中国では、毎日が新しい気づきの連続でし
た。変化の激しい街の雰囲気や、異なる文化、
言葉ももちろんですが、ものをつくる過程で
は、色の感覚の違い、空調に対する感覚の違
いなど、毎日のように新しい発見があり、刺
激に満ちた日々を過ごすことができました。
異なる文化や価値観を持つ人たちとコミュニ
ケーションをとりながら、共通の目標に向かっ
て進んでいくのは楽な事ばかりではありませ
ん。しかし、開発者の熱い想いに触れ、現地

グローバル企業の先輩に聞く  ！

入社以来の仕事内容に
ついて教えてください。Q

高賀真帆さん
ダイキン工業株式会社 東京支社 空調営業本部
ナショナルアカウント営業部 
グローバルプロジェクトグループ

中国での仕事について
もう少し詳しく
教えてください。

Q

中国勤務で苦労したこと
身につけたことは？Q

の同僚たちと触れあうことで、
ものづくりのおもしろさや、海
外で働くことの楽しさを教えて
くれました。私の視野を広げて
くれた海外勤務の経験は、今後
仕事をしていくうえで大きく生
かしていけると感じています。

　私の通っていた大学は、教
員と学生の半数が外国人とい
う環境だったこともあり、留
学を含めた海外への関心が自
然に育まれました。
　大学３年次からは、アメリ
カに半年、続けて４ヵ月間、
船上で大学の授業を受けなが
ら香港〜オランダの各地をめ
ぐるプログラムに参加し、その後台湾に１年間
留学しました。　特に船上で世界中から集まっ
た学生と共同生活をしながら過ごした４ヵ月
は、日本人が一人きりだったこともあり価値観
が大きく変わる体験でした。
　学生の間に留学などの異文化と接する体験を

大学生活の
過ごし方について
アドバイスを。

Q

することは、それまでとは違う価値観に触れ
てきたということ。そうした経験をなるべく
多く重ねていれば、就職活動で困難に直面し
た時も、自分が何をやりたいかを深く考える
チャンスだ……とポジティブにとらえて行動
することができるのではないでしょうか。

電子辞書は学生時代に留学し
ていた頃から使っているもの。
カメラは、上海支社でルームエ
アコンや空気清浄機の商品企
画、カタログなど販促物の作成
に関わっていた時に、常に身に
つけるようになりました。

高賀さんのお仕事 ア イ テ ム

2009年10 月入社後、グローバル戦略本部にて空調における海
外事業について学ぶ。2010 年夏に上海支社・MARKETING 本
部に赴任。2013 年秋に帰国し、現在の部署に配属。

人事本部採用グループ担当部長の東風晴雄さん
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多くの日本人学生が、未来に大きな夢を描き、
アメリカの大学や大学院に留学している。
彼らはどのような生活を送り、どのようなことを学んだのだろうか。
その十人十色の体験談は留学を考える読者のみなさんに、
たくさんのヒントと勇気を与えてくれるだろう。

　私が海外の大学を目指したのは、実は「数
学が苦手」という消極的な理由でした。高校
２年生のときに数学の模試で０点を取ってし
まい、すっかり日本の大学受験が怖くなって
しまったのです。一方で、５歳から８歳まで
韓国のインターナショナルスクールに通った
こともあって英語は得意でしたから、当時
AO 入試を採用していたアメリカの大学に進
んだのは自然な流れでした。スタンフォード
大学で４年間学んだ後、タイで 1 年半英語
教育に携わり、現在はカリフォルニア大学ロ
サンゼルス校の博士課程で文化人類学を研究
しています。

　学部、大学院ともにアメリカ・カリフォル
ニア州で過ごしましたが、それぞれ学生生活
は大きく違います。学部時代は寮に暮らしな
がら、毎日学問と課外活動にあけくれていま
した。テスト期間中は、大学構内のカフェや
寮のコンピュータルームで、夜を徹して知識

を詰め込んだり、レポートを書いたり。寮生
とともに切磋琢磨する生活はとても楽しい
ものでした。大学院生になるとアパート暮
らしに変わり、一人もくもくと研究書を読
んでは論文を書く日々を送っています。ま
た、教授の研究や授業を手伝う Teaching 
Assistant の活動は責任も重く、仕事に近
い感覚ですね。

　アメリカの総合大学は、広い教養と視点を
身につけるためのリベラルアーツ教育が基盤
にあります。そのため、開講される授業はあ
りとあらゆる分野に広がり、学生は興味があ
れば何でも自由に履修することができます。

　例えば、私はスタンフォード大学時代、現
在の研究テーマでもある「文化人類学」と、
もともと大好きだった「映画」を２本柱にす
えて、カリキュラムを組み立てました。また、

「演劇」と「アジア系アメリカ人研究」の授
業を受講した友人は在学中、アジア系移民が
アメリカ社会で直面する諸問題をテーマに舞
台を作り上げました。斬新な舞台を成功させ
た彼は今、劇作家として活躍しています。履
修の選択肢が豊富だからこそ一見つながりの
ない分野同士が化学反応を起こし、新しいモ
ノ・コトが生まれることも珍しくありません。
　このように、リベラルアーツ教育のすばら
しさを自ら体感してきたため、博士課程修了
後も教育者・研究者として引き続き学びの場
に身を置きたいと考えています。アメリカで
日本文化に関する講義を行うのもいいし、日
本に戻り、アメリカで養った知見を広めるの
もいいかもしれません。両国の教育に貢献で
きるような道に進みたいですね。

「苦手」から始まった
アメリカへの留学

論文に没頭する
大学院での研究生活

何を学ぶかは自分次第
大学は可能性を広げる場

カフェにパソコンを持ち込む勉強スタイルが定番。

仲間とフットボール観戦。母校の勝利に大喜び。

豊かなリベラルアーツ教育から
よい化学反応が生まれています

カリフォルニア大学ロサンゼルス校
西嶋諒子さん

福 岡 県 出 身。日本 の
高校を卒業後、スタン
フォード大学へ進学。在
籍中に北京へ交換留学。
2008年より１年半タイ
に滞在し、現在カリフォ
ルニア大学ロサンゼル
ス校博士課程に在籍。

Ｑ
西嶋さんに一問一答！

留学して成長したと思うことは？
　大学1年目と比べると読み書きの速度
はあがり、討論での積極的な発言もでき
るようになりました。成長というよりも、
現地の生活に慣れ、物怖じしなくなった
ということかもしれません。

実りある留学にするための秘訣は？
　日本を発つ前からなるべく語学力を
伸ばしておくこと。留学したときに英
語が「使える」状態だと、情報の吸収
量が格段に増えます。英語は留学の目
的ではなく、目的を達成するためのツー
ルだということを再確認して。

留学を目指す読者にアドバイスを
　留学と聞くと、積極的で自己主張が
できる「グローバル人材」を目指す過
程のようなイメージがありますが、私
のように消極的な理由から始まる場合
もあります。尻込みしている人も留学
を前向きに検討してほしい。自分に合
うスタイルがきっと見つかるはずです。

Ｑ

Ｑ

私の米国留学
アメリカ留学も   の時代へ

〜IELTSはアメリカの約3,000の大学・プログラムで認定されています〜

　高校1年生のときに参加した国際サマー
キャンプを通じて自分の視野が広がるのを感
じ、留学の持つ可能性に気づきました。その
後、大学受験について本格的に考えはじめた
とき、たいした知識もない高校生の自分が大
学入学前に専攻を決めてしまうことに違和感
を持ち、リベラルアーツ教育がベースにある
アメリカの大学でまずは幅広い教養を身につ
けたいと思ったのです。
　なかでもスタンフォード大学を選んだの
は、「クオーター制」を採用しているから。
他大学では一般的に１年を２学期にわけるセ

メスター制を採用していますが、１年を４学
期にわけるクオーター制の環境なら、授業の
テンポがよく、より多くの種類の科目を選択
するチャンスがあるため、将来の可能性を広
げたい自分にはうってつけだと考えました。

　その目論見通り、入学後はさまざまな分野
の授業を受講しています。数学、経済学、論
理学、心理学、哲学、演劇、中国語……。今
後の専攻はまだ模索中ですが、興味あること
にはまずトライしたうえで、自分の専門分野
をしぼっていきたいですね。
　また、キャンパス内でよく著名人を見かけ
ます。スタンフォード大学は、最先端のテク
ノロジーが次々と生まれるシリコンバレーに
あり、教育の根幹にも起業家精神が脈々と流
れています。ですから、第一線で活躍する実
業家の話を聞く機会に恵まれていて、つい先
日も Facebook の CEO、マーク・ザッカー
バーグ氏による特別講義に参加しました。ほ
かにも、ノーベル賞受賞者の授業が開講され
るなど、大学の持つ広いネットワークと学び
の機会の多さにはいつも驚かされます。

　オフの楽しみは、学内スポーツチームの応
援に出かけること。最近ではスタンフォード
大学が２年連続、アメリカンフットボールの
リーグ大会で優勝し、学内はたいへんな盛り
上がりをみせました。
　寮生活も気に入っていますね。夜遅くまで
勉強する日は、よく寮生同士連れ立って食堂
へ夜食を食べに行きます。眠たい目をこすり
ながら同じテーブルを囲んで食べる夜食の味
は格別。実際、特別おいしいわけではないの
ですが（笑）、こうした時間こそ寮生活でし
か得られない貴重な経験です。
　まだ大学に入って１年目ですので、将来の
ことは何も決めていませんが、豊かな学習環
境で試行錯誤しながら学ぶうちに未来の見通
しを立て、その道に進む覚悟と自信を身につ
けたいですね。それが 4 年間のゴールです。

可能性を広げるため
リベラルアーツ教育を選択

各分野の最先端に触れる
ユニークな授業

おそろいの T シャツを着てアメフト観戦。サンフランシスコ市街まで電車で１時間ほど。

起業家精神あふれる環境で
自分の進む道を見つけたい

スタンフォード大学
山根 寛さん

東京都出身。６歳から
12 歳までをマレーシ
アのインターナショナ
ルスクールで過ごす。
帰国後、中学受験を経
て国立中高一貫校へ進
学。2013 年にスタン
フォード大学に入学。

Ｑ
山根さんに一問一答！

留学して成長したと思うことは？
　もともと口達者ではない自分も、常
に意見を求められる環境に身を置くう
ちに質問に対して即興で考えや知識を
まとめ、「それなりの」答えを返せるよ
うになりました。とはいえ、現地の学
生に比べるとまだまだだと痛感してお
り、トレーニングの日々です。

実りある留学にするための秘訣は？
　取捨選択をすること。留学先での時
間は限られているので、自分のしたい
こと、したくないことの線引きは常に
必要です。なんとなく行動していると
無駄な時間を過ごしてしまいがちなの
で、僕自身も気をつけたいことです。

留学を目指す読者にアドバイスを
　海外で学ぶ目的をもう一度確認して
ください。人に自慢できるような理由
をでっちあげるのではなく、恵まれた
日本でなくあえて海外を選ぶ理由がそ
こにあるなら、後悔しないと思います。

Ｑ

Ｑ

寮生活で経験する
仲間との貴重な時間



日本政府奨学金
● 海外留学支援制度（長期派遣）
１） 独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）
２） 11 月中旬まで、あるいは各大学に問い合わせ
３） 未定
４）  月額 89,000 円〜 148,000 円

（派遣先地域による）、授業料実費（上限 250 万円）
５） 03-5520-6014

（留学生事業部留学生交流支援課 長期派遣担当）
● 海外留学支援制度（短期派遣）
１） 独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）
２） 在籍大学に問合せ
３） 未定
４） 月額６万円〜 10 万円（派遣先地域による）
５） 03-5520-6014
 （留学生事業部留学生交流支援課 短期留学（派遣）担当）

地方自治体奨学金
● 茨木市国際親善都市協会 留学生奨学金
１）茨木市国際親善都市協会
２）５月末頃まで
３）20 名程度
４）年額６万円
５）072-620-1604
● 埼玉県・オハイオ州スカラシップ 機械工学系
１） ニッシン・ブレーキ・オハイオからフィンドレー大学に寄附
２） 10 月初旬締め切り
３） ２名
４） 2 万ドル（授業料、住居費等）
５） 048-830-2713（県民生活部 国際課 国際戦略担当）
● 埼玉県・オハイオ州スカラシップ 総合系
１） 埼玉県
２） 10 月初旬締め切り
３） １名
４） 授業料
５） 048-830-2713（県民生活部 国際課 国際戦略担当）
●「埼玉発世界行き」学位取得コース
１）埼玉県グローバル人材育成基金
２）4 月下旬〜６月初旬
３）10 名以内
４）①年間世帯所得が 600 万円未満の方、年間 100 万円

以内　②同 600 万円以上 800 万円未満の方、年間
75 万円以内　③同 800 万円以上の方、年間 50 万円
以内

５）048-830-2711
（県民生活部 国際課 グローバル人材育成担当）

●「埼玉発世界行き」協定・認定留学コース
１）埼玉県グローバル人材育成基金
２）4 月下旬〜 6 月初旬
３）200 名以内
４）20 万円以内
５）048-830-2711

（県民生活部 国際課 グローバル人材育成担当）
●「埼玉発世界行き」高校生留学コース
１）埼玉県グローバル人材育成基金
２）4 月下旬〜 6 月初旬
３）50 名程度
４）①保護者の所得が 600 万円未満の場合：留学期間

179 日以下 30 万円、留学期間 180 日以上 60 万円
②保護者の所得が 600 万円以上 800 万円未満の場合：
留学期間 179 日以下 23 万円、留学期間 180 日以
上 45 万円　③保護者の所得が 800 万円以上の場合：
留学期間 179 日以下 15 万円、留学期間 180 日以上 
30 万円

５）048-830-2711
（県民生活部 国際課 グローバル人材育成担当）

● 戸田市海外留学奨学制度
１） 埼玉県戸田市
２） ２月６日
３） 若干名
４） 授業料及び生活費、渡航費
５） 048-441-1800（教育委員会 教育総務課 総務担当）
●（公財）長岡市米百俵財団 海外高校留学生奨学金
１） （公財）長岡米百俵財団
２） ６月初旬〜８月初旬
３） 3 名程度
４） AFS または YFU のプログラム参加費

（AFS：130 万、YFU：118 万）
５） 0258-39-2203（事務局）
●（公財）新潟市国際交流協会 新潟市高校生留学支援事業
１） （公財）新潟市国際交流協会
２） A 日程：６月初順　B 日程：７月初旬
３）３名
４）プログラムの参加費半額
５）025-225-2727（高校生留学支援事業係）
● 松本・土井アイリン海外留学助成金
１）宝塚市
２）２月 14 日応募〆切

（2014 年４月から留学を開始される方）
３）未定
４）留学１回につき 60 万円
５）0797-77-2009

（産業文化部 宝のまち創造室 国際文化課）
● 三重県私費海外留学生奨学金
１）三重県
２）３月上旬〜４月中旬
３）10 名以内
４）年間授業料相当額
５）059-223-5006（（公財）三重県国際交流財団）
● 瑞穂町海外留学奨学資金等支給制度
１）瑞穂町教育振興基金
２）毎年６月１日〜６月 30 日（第１期）

毎年１月４日〜１月 31 日（第２期）
３）若干名
４）奨学資金（留学先学校の授業料またはこれに準ずると

認められる費用）、渡航費
５）042-557-7469（企画部 企画課）
● 山梨県アイオワ州短期派遣留学生
１）アイオワ州姉妹州委員会または留学先
２）４月下旬まで
３） １名
４）12 単位分の授業料など
５）055-223-1436

（山梨県観光部 国際交流課 国際交流担当 )
● 山梨県派遣留学生
１）忠清北道
２）１月上旬まで
３）１名
４）支度料、滞在費、国内旅費、語学研修費、宿舎管理費、

厚生費など
５）055-223-1436

（山梨県観光部国際交流課 国際交流担当）

● 四日市市科学教育奨学金
１）四日市市教育委員会
２）５月〜７月まで
３）毎年１人
４）月額 10 万円
５）059-354-8236（教育総務課）
● 淀江町青少年ゆめ基金活用事業補助金
１）淀江町青少年ゆめ基金活用委員会
２）未定　　３）未定
４）学費、渡航費を 200 万円まで
５）0859-56-3164

民間団体奨学金
● IRENA Scholarship Programme
１）国際再生可能エネルギー機関（IRENA）
２）５月末
３）最大 20 名
４）授業料､ 教材費、ノートパソコン、医療保険、住居費、

旅費、一部生活費支給
５）scholars@irena.org
●（公財）アステラス病態代謝研究会 海外留学補助金
１）（公財）アステラス病態代謝研究会
２）４月初旬〜６月中旬
３）10 名程度
４）１名あたり 200 万円
５）03-3244-3397（事務局）
●（公財）飯塚毅育英会 海外留学支援奨学金
１）（公財）飯塚毅育英会
２）６月中旬〜７月下旬
３）15 名程度
４）大学生：年額 40 万円　大学院修士課程：年額 60 万

円　大学院博士課程：年額 80 万円
５）028-649-2121（事務局）
● 石橋財団奨学金（日本国際教育支援協会冠奨学金）
１）（公財）石橋財団
２）６月下旬まで
３）５名
４）月額 15 万円
５）03-5454-5274（日本国際教育支援協会 国際交流課

奨学係／担当：藤田）
●（公財）伊藤国際教育交流財団 日本人奨学金
１）（公財）伊藤国際教育交流財団
２）６月下旬〜８月中旬
３）13 名
４）プログラム A：生活費月額 18 万円（US2000 ドル

相当）、学費、往復旅費　プログラム B：生活費月額
13 万 5000 円〜 18 万円、学費、往復旅費

５）03-3299-7872（伊藤国際教育交流財団事務局）
● イリノイ大学日本同窓会 小山八郎記念奨学制度
１）イリノイ大学日本同窓会
２）10 月末まで
３）４名
４）年間授業料
５）masa.furuichi@illini-club.jp

（日本同窓会事務局／担当：古市）
● オリエント財団奨学金
１）Fundacao Oriente
２）毎年１月
３）若干名
４）学費、渡航費（往復）など
５）info@foriente.pt
● Kiyo Sakaguchi 奨学金
１）プルデンシャル生命保険株式会社
２）未定　　３）１、２名
４）授業料年間最大 300 万円、最長４年
５）03-5501-5355（広報チーム）
●（公財）グルー・バンクロフト基金 奨学金制度
１）（公財）グルー・バンクロフト基金
２）9 月中旬まで
３）５名
４）①毎年 200 万円を４年間支給。ただし留学先より授

業料（全額）を免除される場合は、生活費として
100 万円を４年間支給（３名）　②毎年１万ドルを４
年間支給

５）03-3408-6343
● 群馬県大学生海外留学奨学金
１）（公財）ぐんま国際教育財団
２）〜４月中旬
３）一般留学：３名　研修留学：５名
４）一般留学：60 万円　研修留学：30 万円
５）0276-60-3450
● 公益信託グラクソ・スミスクライン国際奨学基金
１）グラクソ・スミスクライン株式会社
２）４月１日〜 5 月中旬頃
３）３名以内
４）年額 360 万円を２年間支給
５）03-5786-5000
● 皇太子明仁親王奨学金
１）皇太子明仁親王奨学金財団およびハワイ大学財団
２）11 月中の 12 日間
３）１名
４）ハワイ大学の学費、生活費等として年間２万５千ドル、

渡航旅費（上限あり）
５）03-6741-0161（皇太子明仁親王奨学金日本委員会）
● 交流協会奨学金留学生
１）（公財）交流協会
２）10 月下旬まで
３）若干名
４） 奨学金：14 万 4000 円（修士課程及び専門職学位課

程）、14 万 5000 円（博士課程）の月額基本額に加え、
特定の地域で修学・研究する者に対して、月額 2000
円又は 3000 円を加算して支給、授業料、帰国旅費

５）03-5573-2600（総務部 奨学金担当）
● 国際ロータリー グローバル補助金
１）国際ロータリーのロータリー財団
２）未定　　３）未定
４） 3 万ドル以上
５）各地区ロータリー財団委員会事務局
● 国際ロータリー 新地区補助金
１）国際ロータリーの各地区のロータリー財団
２）各地区により異なる
３）各地区により異なる
４）制限なし
５）各地区ロータリー財団委員会事務局
● 佐藤陽国際奨学財団 海外派遣留学生奨学制度
１）（公財）佐藤陽国際奨学財団
２）未定　　３）未定
４）奨学金月額８万円、渡航費、交換留学一時金 10 万円
５）03-5487-2775（事務局）
● CWAJ 海外留学大学院女子奨学金（SA）
１）College Women's Association of Japan
２）10 月下旬〜 10 日間程度
３） １名
４）300 万円
５）scholarship@cwaj.org

● 静岡市国際交流協会　
ネブラスカ州立大学オマハ校奨学生

１）静岡市国際交流協会
２）5 月中旬まで　　
３）1 名
４）正規授業料減免（通常の約 3 分の１、約 70 万円の減

額）最長 5 年間、渡航費一部負担
５）054-354-2009

● 私費訪中留学生奨学金
１）（公財）東華教育文化交流財団
２）毎年 6 月
３）未定
４）月額３万円
５）03-3571-7613
● 秀桜基金留学賞
１）秀桜基金
２）9 月１日〜 10 月 31 日
３）3 名
４）300 万円
５）086-528-9530（秀桜基金事務局）
● 高橋＆ハワット記念奨学金
１）NPO 日本スコットランド協会
２）３月1日〜４月 30 日
３）２名
４）30 万円
５）03-6380-5256
● ダスキン障害者リーダー育成海外研修派遣事業
１）（公財）ダスキン愛の輪基金
２）11 月末日
３）５〜８名程度
４）上限４万 US ドル（渡航費・研修委託費・日常生活費等）
５）06-6821-5270
●（公財）中島記念国際交流財団 日本人海外留学奨学生
１）（公財）中島記念国際交流財団
２）６月上旬に発表予定
３）10 名程度
４）奨学金：月額 20 万円、渡航費：往復支給、支度金：

20 万円、授業料：留学当初の２年間に限り、年間
300 万円以内を支給

５）03-5770-8210
●（公財）中冨健康科学振興財団 留学助成金
１）久光製薬株式会社
２）７月１日〜９月 30 日
３）未定
４）留学助成金１名あたり 50 万円
５）Web で問合せ

（中冨健康科学振興財団 東京事務局）
● 日本／世界銀行 共同大学院奨学金制度 
　 レギュラープログラム
１）世界銀行本部
２）３月末
３）10 名程度
４）学費、生活費、渡航費、医療保険
５）jjwbgsp@worldbank.org（奨学金事務局）※英語のみ

● 日本／世界銀行 共同大学院奨学金制度 NGO プログラム
１）世界銀行本部
２）３月末
３）５名程度
４）学費、生活費、渡航費、医療保険
５）jjwbgsp@worldbank.org（奨学金事務局）※英語のみ

● 馬場財団国際理解教育人材養成奨学金
１）（公財）日本国際教育支援協会
２）１月末
３）７名程度
４）渡航費（成田・関西から留学先主要都市までの往復

相当）、奨学金（月額 10 万円 × 留学月数［３ヶ月以
上 12 ヶ月以内］）

５）03-5454-5274（事業部 国際交流課／担当：松田）
● Funai Overseas Scholarship
１）（公財）船井情報科学振興財団
２）７月中旬〜 10 月中旬
３）10 名程度
４）授業料全額、医療保険費全額、生活費月額 2500 ドル、

支度金 50 万、渡航費
５）03-3254-5635（財団事務局）
●（公財）平和中島財団 日本人留学生奨学生

（中島健𠮷記念奨学金）
１）（公財）平和中島財団
２）９月〜 10 月
３）15 名
４）学部生：月額 15 万円、渡航費　

大学院生：月額 20 万円、渡航費
５）03-5570-5261（事務局 日本人留学生係）
●（公財）松下幸之助記念財団 松下幸之助国際スカラシップ
１）（公財）松下幸之助記念財団
２）2014 年３月に募集要項を HP 掲載予定
３）最大 10 名
４）月額 13 〜 15 万円を 1 年または２年分、渡航費
５）ajisuka@gg.jp.panasonic.com
● 村田海外留学奨学金
１）（公財）村田海外留学奨学会
２） 7 月初旬〜 8 月末
３）２〜４名
４）学費、生活費、渡航費など留学に要する経費
５）075-681-2345（事務局）
●（公財）明治安田クオリティオブライフ文化財団

「海外音楽研修生費用助成」制度
１）（公財）明治安田クオリティオブライフ文化財団
２）４月 11 日
３）4 名程度
４）年額 200 万円（原則２年間）
５）03-3349-6194
●（公財）ヤマハ発動機スポーツ振興財団 海外留学生奨学金
１）（公財）ヤマハ発動機スポーツ振興財団
２） 9 月上旬〜 11 月中旬
３）若干名
４）月額 10 万円（最長２年間）
５）0538-32-9827
●（公財）吉田育英会 日本人派遣留学プログラム
１）（公財）吉田育英会
２） 9 月下旬まで
３） 5 名
４）生活滞在費：月額 20 万円、学校納付金：合計 250 万

円以内、扶養補助（該当者のみ）、渡航費
５）03-5610-8103（吉田育英会事務局）

外国政府等奨学金
● ヴァニエ・カナダ大学院奨学金
１）カナダ社会・人文科学研究会議、カナダ自然科学・工学研

究会議、カナダ保健研究機構の３つの連邦給付機関
２）９月から
３）最大 500 名
４）年間５万カナダドル（最長３年）
５）vanier@cihr-irsc.gc.ca

● オーストラリア政府奨学金 エンデバー大学院奨学金
１）オーストラリア国際開発庁および

技術革新産業科学研究高等教育省
２）４月１日〜６月 30 日（オーストラリア時間）
３）未定
４）最高で、博士課程：22 万 8500 オーストラリアドル、

修士課程：11 万 8500 オーストラリアドル
５）endeavour.awards@innovation.gov.au
● オーストラリア政府奨学金 

エンデバーチュン・コン研究奨学金
１）オーストラリア国際開発庁および

技術革新産業科学研究高等教育省
２）４月１日〜６月 30 日（オーストラリア時間）
３）未定
４）最高で、2 万 3500 オーストラリアドル
５）endeavour.awards@innovation.gov.au
● オーストラリア政府奨学金 エンデバー研究フェローシップ
１）オーストラリア国際開発庁および

技術革新産業科学研究高等教育省
２）４月１日〜６月 30 日（オーストラリア時間）
３）未定
４）最高で、2 万 3500 オーストラリアドル
５）endeavour.awards@innovation.gov.au
● オーストラリア政府奨学金 エンデバー専門技術奨学金
１）オーストラリア国際開発庁および

技術革新産業科学研究高等教育省
２）４月１日〜６月 30 日（オーストラリア時間）
３）未定
４）最高で、11 万 9500 オーストラリアドル
５）endeavour.awards@innovation.gov.au
● 高円宮記念クィーンズ大学奨学金
１）クィーンズ大学、在日カナダ大使館
２）2014 年３月 25 日〆切
３）未定
４）2 万 5000 カナダドル
５）awards@queensu.ca
● Dr Goh Keng Swee Scholarship
１）Association of Banks in Singapore（ABS）
２）2014 年 2 月 19 日必着
３）３〜４名
４）学費および必要経費、渡航費（往復）、生活扶助（年

間 6500 シンガポールドル）、寮費、準備金（200 シ
ンガポールドル）

５）applications@psd.gov.sg
● バンティング博士研究員奨励金
１） カナダ保健研究機構、カナダ自然科学・工学研究機構、カ

ナダ社会・人文科学研究機構の 3 つの連邦研究助成機関
２）7 月〜 10 月下旬まで
３）各年 70 名
４）年間７万カナダドルを２年間
５）banting@researchnet-recherchenet.ca
● 大学院留学（学術系学位）プログラム
１）日米教育委員会（フルブライト・ジャパン）
２） 3 月募集発表
３）約 20 名（「大学院博士論文研究プログラム」を含む）
４）渡航費、生活費（留学先によって金額が異なる）、授

業料（大学院留学プログラムのみ）および家賃、着後
雑費、別送荷物、同伴家族に対する補助手当て。ま
た、疾病 ･ 障害をカバーするフルブライトグループ保
険（本人のみ）

５）03-3580-3233
● 大学院留学（専門職学位）プログラム
１）日米教育委員会（フルブライト・ジャパン）
２） 3 月募集発表
３）約５名
４）渡航費、生活費（留学先によって金額が異なる）、授

業料（大学院留学プログラムのみ）および家賃、着後
雑費、別送荷物、同伴家族に対する補助手当て。ま
た、疾病 ･ 障害をカバーするフルブライトグループ保
険（本人のみ）

５）03-3580-3233
● 大学院博士論文研究プログラム
１）日米教育委員会（フルブライト・ジャパン）
２）２月募集発表
３）約 20 名（「大学院留学学術系学位プログラム」を含む）
４）渡航費、生活費（留学先によって金額が異なる）、授

業料（大学院留学プログラムのみ）および家賃、着後
雑費、別送荷物、同伴家族に対する補助手当て。ま
た、疾病 ･ 障害をカバーするフルブライトグループ保
険（本人のみ）

５）03-3580-3233
● 研究員プログラム
１）日米教育委員会（フルブライト・ジャパン）
２）２月募集発表
３）約 10 名
４）渡航費、生活費（留学先によって金額が異なる）、授

業料（大学院留学プログラムのみ）および家賃、着後
雑費、別送荷物、同伴家族に対する補助手当て。ま
た、疾病 ･ 障害をカバーするフルブライトグループ保
険（本人のみ）

５）03-3580-3233
● ジャーナリストプログラム
１）日米教育委員会（フルブライト・ジャパン）
２）2 月募集発表
３）若干名
４）渡航費、生活費（留学先によって金額が異なる）、授業

料（大学院留学プログラムのみ）および家賃、着後雑費、
別送荷物、同伴家族に対する補助手当て。また、疾病
･ 障害をカバーするフルブライトグループ保険（本人
のみ）

５）03-3580-3233

経済団体連合会奨学金
● 日本人大学院生奨学生
１）（公財）経団連国際教育交流財団
２）９月上旬から３週間程度
３）経団連国際教育交流財団奨学生１名

東京倶楽部奨学生１名
４）年間 350 万円（使途は留学先の学費、生活費等、

留学に関わる支出に限る）
５）03-6741-0162

IELTS 奨学金
● IELTS Study UK 奨学金／ IELTS 北米奨学金
１）ブリティッシュ・カウンシル／（公財）日本英語検定協会
２）2014 年 6 月 30 日締め切り（消印有効）
３）各５名
４）3000 ポンド／ 6000 ドル
５）scholarshipielts@britishcouncil.or.jp

（IELTS 奨学金事務局）

2014 年 1 月 20 日現在の情報です。
応募の際は、必ずお問い合せください。

Scholarship List
by ×STEP�                 The University Times��11

みなさんの留学をサポートしてくれる奨学金制度をご紹介。それぞれ、年齢や居住地域など応募条件が

異なるため、必ず事前に問い合わせてから応募しよう。奨学金情報
１）給付元 ２）募集期間 ３）募集人数 ４）給与内容 ５）お問合せ
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　京都大学では、平成 25 年度・全学経費採
択事業ー国際化推進支援ーのもと、英語ディ
スカッション能力の向上を目的に「The R/
Lead International Project」を立ち上げ
た。参加者の英語能力の伸びを測るため、プ
ロジェクトの前後に、IELTS 準備テストとし
て知られる「Aptis」を実施するのが特徴だ。
　プロジェクトのキックオフ・オープンフォー
ラムが開催されたのは、昨年 10 月８日のこ
と。日本英語交流連盟の紹介でパーラメンタ
リーディベーターを招聘し、ディベートが実
演された。また、同じテーマで、京都大学の
ファシリテーター代表によるディスカッショ
ンのデモンストレーションも行われ、参加し
た学生は、ディベートとディスカッションの
違いについて学ぶことができたようである。

　97 名にのぼるプロジェクトの参加者は、

毎週、事前に借りた本を読み、チームごとに
集まって 45 分間の英語ディスカッションを
行う。ファシリテーター養成プログラムの特
別研修を受けた留学生、あるいは海外留学
経験者が、各グループのファシリテーター

（司会進行役）として参加する。このディス
カッションは、各チームとも 10 回実施した。
60 タイトル以上の洋書の指定図書は、R/
Leadの運営事務局側が用意。調査によると、
参加者は平均２〜３時間をディスカッション
の予習に費やしていたという。
　本プロジェクトでは、「Aptis」を導入し
て参加者の英語運用能力の評価を行った。プ
ロジェクトの目的が多読（語彙力・読解力を
中心とした受容技能の蓄積）を通じて、ディ
スカッションでの発話量（産出技能、具体的
には自発的なスピーキング能力）を増やすこ
とであるため、評価したい技能を抽出して試
験内容をカスタマイズできる「Aptis」は使
い勝手が良い。第一回目のテストはプロジェ
クト開始時に実施し、92 名が受験した。二

回目のテストはプロジェクト終了後に行う予
定である。

　プロジェクトの集大成となる最終コンテス
トは、昨年 12 月 14 日に行われた。参加者
には、前日に与えられた指定図書３冊（計
300 ページ）に関するトピッククエスチョ
ン（課題）が開始直前に提示され、45 分間
のディスカッション時間が与えられる。課題
はチームごとに異なり、発表は１チームにつ
き８分。ファシリテーターはコーチングの役
割のみを果たし、発表者にはなれない。
　このコンテストのKeynote Speakerとし
て Mr. Jeff Streeter（Director British 
Council, Japan）を招き、特別講演「Is 
Reading 21st Century Skill?」を拝聴す
る機会も得た。コンテストの審査委員には、
Streeter 氏に加え、河端政夫氏（公益財団
法人日本英語検定協会・参与）、Mr. Jason 
Good（President of Booksmart, Inc.）、
森純一教授（京都大学国際交流推進機構）が

参加し、学生のプレゼン発表を審査した。
　審査の結果、最優秀チーム、準優勝チーム
英検特別賞、IELTS 特別賞、ブックスマー
ト賞、ベストファシリテーター賞、ベストパー
ティシパント賞が参加チームに授与された。
　本プロジェクトでは、英語を用いるディス
カッション能力の向上という取組みに「Aptis」
を用いた英語運用能力の評価を組み入れるこ
とで、参加者の英語運用能力の向上にも目配
りができる英語教育プログラムをつくること
ができた。この手法は実験的、試験的に行わ
れる英語教育プログラムの効果を測るうえで
有効であり、学内外での広がりが望まれる。

（京都大学 国際交流推進機構　特定助教
西川美香子）

ディスカッション能力の
向上を目指して

京都大学は、IELTS の準備テスト「Aptis」を活用して、

英語ディスカッション能力の成果を測ろうと、

「The R/Lead International Project」を実施している。

その総まとめとなる最終コンテストが開催された。

Aptis で効果を正しく測定
京都大学の英語プログラム

特別研修を受けたファシリテーターの
学生によるデモンストレーション。

コンテストでも練習同様 45 分間の
ディスカッションを行う。準備をす
る学生の表情は真剣そのもの。

チームごとに 45 分間のディスカッションを 10 回実施。

R p o r te

熱戦が繰り広げられた最終コンテスト
　グローバル人材育成に向けて、京都大
学が熱い！　英語で議論する能力向上を
目 指 し た「The R/Lead International 
Project」に、学部の壁を越えて 100 名
近い学生が参加している。17 のチームに
分かれ、ファシリテーター（留学生９名と
日本人学生８名）の指導のもと各チームは
研鑽を積み、わずか３ヵ月で今大会に臨む

までに成長したのは驚きだ。テーマに対し
て賛成・反対の両面から議論点を抽出し、
学生たちは時にユーモアを交えてしっかり
英語で意見を述べていた。彼らのグローバ
ル舞台での活躍が今から楽しみだ。

（日本英語検定協会　河端政夫）

指定図書を題材に
グループ討議を重ねる

教育効果の測定にも
「Aptis」が有効
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ブリティッシュ・
カウンシルの
講師に聞く by Laura Cooper

前号に続き、ライティング対策について解説しよう。

今回はTask ２の自分の意見をまとめる問題について

勉強の方法や、試験で使えるコツを指南していただく。

自分の意見を組み立てる
　アカデミック・テストとジェネラル・テストのいずれにおい
ても、ライティング・テストの Task 2 では、特定の意見や議
論を読み、250 語以上で自分の考えを書かなければなりませ
ん。目安とされる目標時間は 40 分。今回は、Task 2 の問題
に備えるにあたり、するべきこと、避けるべきことなどを紹介
します。

　Task 2 の質問のタイプには、例えばこのようなものがあり
ます。

1） Do you agree or disagree?
（賛成ですか、反対ですか）

2） Discuss both views and give your opinion.
（両方の見解について検討し、あなたの意見を述べなさい）

3） What are the advantages and 
disadvantages of…?

（……の利点・欠点は何ですか）
4) What is your opinion on this?

（これについてのあなたの意見は何ですか）

　１と４は賛成か反対かどちらかに立場を絞る必要があり、２
と３は相反する両方の意見についてバランス良く論じる必要が
あります。さらに自分の意見を忘れずに加えましょう。どちら
の場合も裏付けとなる事例を挙げて具体的に論じることが大切
です。
　また、IELTS のライティング・テストでは、さまざまなパター
ンの課題文に、数えきれないほど多くの話題が登場します。大
切なのは、細かい点にとらわれ過ぎず、重要なことが書かれて
いる部分を見つけ出すことです。テストの緊張の中では難しい
かもしれませんが、普段から英語の文章を読む際に要点を抜き
出すことを習慣化し、実際に要約してみるといいでしょう。
　それでは、例題を出します。話の要点を抜き出し、文章を要
約してください。その際、課題文の中で使われているのとは異
なる語句を使うよう努力してみてください。

要約の例を挙げてみましょう。

Do you think as more people use modern commu-
nication technology that old forms are becoming 
obsolete?  Why do some people refuse to embrace 
them?
　より多くの人が近代的な通信テクノロジーを利用するにつ
れ、古いタイプのものはすたれつつあると思いますか？　新し
いものを取り入れるのを拒絶する人がいるのはなぜですか？

　課題文を言い換えて要約すると、重要な点が明らかになって
くると同時に、解答文の冒頭に使うことができます。例えば上
の要約文をもとに、こういった書き出しをすることが可能です。

In recent years social networks have overtaken 
older forms of communication. Sadly, I think that 

these methods of interaction have definitely begun 
to render our previous methods of communicating 
obsolete, although some people still continue to use 
them.
　近年、ソーシャルネットワークは、古いタイプの通信手段に
取って代わってきています。残念ながら、これらの交流手段に
よって、以前の通信手段は間違いなくすたれ始めていますが、
なかには以前のものを使い続けている人もいます。

難しい文型にも挑戦しよう
　40 分という解答時間は非常に短いですが、少なくとも最初
の数分間は、文章の組み立てを考えるのに費やしたいものです。
この例題の場合、受験者の多くは、通信手段について自分が知っ
ていることを並べ立て、結果的に質問に対する答えにはなって
いない文章になりがちです。しかし、それでは " 課題を達成し
ている " という評価が得られず、バンドスコアに影響します。
　また、文章の論旨を明確にすることも大切です。まず、段落
を有効に活用してください。要点とそれを説明する根拠、議論
などを、ひとつの段落にまとめます。段落を意識せずに構成し
た文章は、高いスコアにはつながりません。
　文章のつなぎ方を考えることも大切です。単純な “first, 
then, next, finally” （まず、それから、次に、最後に）といっ
たつなぎ言葉を使うのではなく、別のフレーズを使ってより自
然に文章をつなげることで語彙力の高さをアピールすることが
できます。
　最後に、全体的な構成を整えましょう。「導入」「本文（２〜
３段落程度）」「結論」という流れにするのが適切です。導入では、
自分が何を言おうとしているかを簡潔に述べておきましょう。
　文法や語彙の誤りを恐れるあまり、なかには、全体をシンプ
ルな文体で構成しようとする人がいますが、仮定法など難しい
文型を使ってみたいと思うなら、あえて挑戦してみましょう。
100％完全ではなくても、あなたの英語力をアピールできる
かもしれません。
　一方で、難解な語彙を豊富に持っているとしても、それを多
用するのは感心しません。言葉とはコミュニケーションのツー
ルなのですから、もし文章が理解しづらいものになってしまえ
ば、結局は低いスコアに終わってしまうのです。
　「自信を持って、自然に、わかりやすく」。ライティング・テ
ストでは、これを常に心がけてください。

〈例題〉
As the number of people using smartphones and 
social networking sites has increased, traditional 
ways of communicating (e.g. letters, phone calls, fax 
etc.) are dying out.

To what extent do you think this is true?

Why do you think some people don’t use tools such 
as social network sites or smartphones?

Give reasons for your answer and include any 
relevant examples from your own knowledge or 
experience.

〈日本語訳〉
スマートフォンや SNS（ソーシャルネットワークサ
イト）を利用する人が増えるにつれ、手紙や電話、
FAX といった昔ながらの通信手段が途絶えようとし
ています。

これはどの程度本当のことだと考えますか？

SNS やスマートフォンのようなツールを使わない人
がいるのはどうしてだと思いますか？

解答には理由を入れ、自身の知識や経験から、関連
した例を述べなさい。
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留学準備をサポートする多くの機関やスクールが、
IELTS 対策に的を絞ったコースを開講している。
独学では得られない多くの気づきを与えてくれる
IELTS 対策コース。今回は beoカレッジの
リーディング対策に焦点をあてる。

日ごろから多彩な文章に触れ
読解力を総合的に養う

　大学・大学院留学のための学習を専門にサ
ポートするスクール、beo カレッジの授業を
もとに、IELTSリーディングテストの対策を
見ていこう。
　リーディングテストでは、本や雑誌、新聞
記事、論文などから抜粋した３つの文章が登
場し、その内容について尋ねる問題が 40 問
出る。なかには、図やグラフが含まれること
もある。「時間が 60 分と限られているので、
文章をすべてじっくり読むのではなく、必要
な情報をすばやく読み取るスキルが必要です。
beo カレッジでは、授業で読み取りの指導を
すると同時に、新聞記事などのリーディング
を行う宿題を出し、普段からできるだけ多く
の英文に触れるよう勧めています」と、同校
の渡辺マネジャー。

　問題文のテーマは多岐にわたるため、イン
ターネットのニュースサイトなどを利用し、
さまざまなスタイルの文章を読めるように
なっておくといいそうだ。
　さらに解答のコツをつかむためには、ただ
読んでいくだけでなく、「タイトルや図を見て、
書かれていることを予測する」「記事にざっと
目を通して、重要な部分に印をつける」「各段
落を要約する文を自分で書いてみる。その際
に、問題文中で使われているのとは異なる単
語を使ってみる」といった工夫をすることが
求められる。

　語彙は、１語１語意味を覚えていくのでは
なく、さまざまな文章を読むことで、文脈の
中で身につけていく。beo カレッジでは、ア
カデミック・ワード・リスト（Academic 

Word List＝AWL）に収録されている語彙
の習得を勧めている。これは、ニュージーラ
ンドの大学で開発された大学レベルの頻出単
語リストで、今では高い教育を受けた社会人
が持っているべきボキャブラリーとして、英
語教育の世界で広く利用されている。この
AWL の語彙を身につければ、将来英語圏の
大学に留学した際も、論文を読んだり書いた
りするうえで必ず役に立つはずだ。
　ある程度読解力がついてきたら、解答テク
ニックも意識してみよう。例えば、練習問題
を使って答えを制限時間内に書くことができ
るようにする、問題文中の該当箇所を抜き書
きする際、正確に写すことができるよう心が
ける、といったことだ。特に、答えを数字や

記号ではなく英語で書かなければならない場
合もあることから、スペルミスや単純な文法
ミスには十分注意しなければならない。
　「授業では、受講生は自分の答えを発表す
るだけでなく、なぜその答えを選んだのか、
他の選択肢が間違っていると思う理由は何
か、といったことを話し合います。それによっ
て、より問題文への理解を深めることができ
るのです」と、講師のスチュアート・アンダー
ソンさんは話す。
　問題文は難解なものではなく、専門的な語
彙が出てくるときには問題用紙に語注がつい
てくる。語彙の習得にこだわりすぎず、内容
を楽しみながら読むつもりでいると、多くの
英文を読むのも苦ではなくなってくるだろう。

必要な情報を
すばやく読み取る

正答を決めた理由を
授業で話し合う

beo カレッジ　http://beocollege.jp/

IELTS 対策コース

初中上級の３レベルに分かれて、４技
能をバランスよく学ぶ。ペアやグルー
プによるアクティビティや、実践さな
がらの問題演習に取り組む。

大学院留学準備コース

国内で受講できる大学院留学のため
の準備コース。２学期制で、１学期
は IELTS 対策に重点を置きながらア
カデミック英語の授業も行われる。

IELTS ライティング添削 通信講座

１つの課題に２度取り組み、それぞれ
添削を受けるので、独学では学びにく
いライティングの実践的なテクニッ
クを身につけることができる。

プライベートレッスン

受講生一人ひとりの目的や弱点に合
わせて、オーダーメイドでレッスンプ
ランを作成。マンツーマンで、確実に
英語力を強化できるコース。

IELTS 対策に対応するコース

IELTS 攻略本Book
［ Cambridge Vocabulary for IELTS ］

語彙学習のヒント満載
IELTS ライティング、スピーキングで役
立つ語彙を学習できます。Cambridge	
Learner	Corpus より、実際にあった誤
回答を例に学習者が間違えやすい項目
を取り上げ解説。テスト受験時のヒン
トや語彙学習のヒントも随所で提供し
ています。Academic,	General	Training
の Reading,	Writing,	Listening のテスト
練習問題も収録されています。

［ Cambridge Grammar for IELTS ］
文法を完全カバー
IELTS 受験に必要な文法項目を完全カ
バーしています。IELTSには文法に特化
したモジュールはありませんが、文法を理
解し適切に使用することは、IELTS受験
において大事な要素の一つです。全ての
文法項目は実際に使われる状況の中でリ
スニングエクササイズを通して紹介される
ため、リスニングスキルも強化されます。
Academic,	General	Training の Read-
ing,	Writing,	Listening のテスト練習問
題も収録されています。

IELTS 対策コースナビ beoカレッジ  ～リーディング編～
Vol. 2

上手な
活用法

Unit 1 から学習を始めるのも OK、巻頭の Entry test で苦手な文
法項目を見つけ、それをカバーするユニットからスタートするの
もお勧めです。各ユニット内では A から順を追って学びましょう。

上手な
活用法

まずは Units 21 & 22 Language Building からスタート。辞書
の使い方、新しい語彙の学び方など学習に関するヒントが紹介さ
れています。これを終えたら、Unit 1から順に学んでいきましょう。

Cambridge	Vocabulary	for	IELTS	本体価格 3,000 円
Cambridge	Vocabulary	for	IELTS	Advanced	本体価格 3,000 円

Cambridge	Grammar	for	IELTS	本体価格 3,880 円

読んで、考え、発表する
　「大学院留学準備コース」の IELTS
対策授業で、リーディングの指導を見
学した。海外のテキストを使い、「リー
ディング」「リスニング」「スピーキング」
などを同時に学ぶようになっている。
　この日のテーマは、City	attractions
（街の見どころ）。イギリスのエジンバ
ラ観光についての紹介文を読みつつ、
because や so	that を使って理由や結
果を説明する方法を理解する。
　まず、Which	city	would	you	like	to	
visit,	and	why？（どの都市を訪ねたい
ですか、理由は何ですか）といったこ
とを受講生間で話し合い、外国の観光
地の魅力について考える。本文を読む
ときは理由を表す文に注目し、Why	is	

the	castle	popular?（その城に人気が
あるのはなぜですか？）といった講師
の質問に答える。受講生たちは、他の
人の答えを聞いて、足りないところが
あれば自分から進んで補っていく。読
んで理解するだけでなく、自分で考
えて表現する力が求められているよう
だった。

授　業　レ　ポ　ー　ト
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物理学の最先端の研究に触れる

異文化に触れ、多様な価値観に出会える海外留学。

「IELTS 北米奨学金」「IELTS Study UK 奨学金」の受賞者は、

留学でどんな力を培ったのだろうか。

UCLA で物理学を学んだ瀧澤誓さんに、

留学で磨かれた３つの力について聞いてみた。留学で培う３つの力

授業は学生主体で進んでいく。

カリフォルニア大学ロサンゼルス校
瀧澤 誓さん
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刺激を与えてくれた教授や学生の表現力

わかりやすく表現する力
ちから

1

　書く、話す、聞く、考える。このすべ
ての中心には言葉があります。
　留学先で、使う言葉が日本語から英語
に変わりました。これは予想していた以
上に大きな変化でした。日本語で考えて
いることを、単純に単語ごとに英語に置
き換えても稚拙な表現となってしまいま
す。場合によっては正確さに欠く、自分
の意図しない方向で表現が認識されてし
まう原因にもなり得るのです。

　どういった表現をどういう感情の時に
使うのか、あるいはこの単語は本当にこ
の状況に適切な言葉なのか、ということ
は、実際にその場で周りの人の反応を見
ないとわからない部分もありました。
　友人同士で使う英語でも、日本の教科
書や辞書では違う意味で載っている単語
が口語的に使われることがあります。授
業や研究では、科学用語を適当に扱うと、
理解してもらえないこともありました。

　日本語を母国語としていると、自分が
日本語で喋っているとき、書いていると
き、聞いているときに、いかに言葉に繊
細であるかということをついつい忘れて
しまいますが、文法などの問題以前に、
本来は適切な日本語表現が存在してい
て、それに則って自分は会話しているの
です。
　この言葉の問題は、一度気づけばすぐ
に解決に向かいました。ときには授業中
に、ときには友人と遊んでいるときに、

ときにはルームメイトと今日あったこと
を話しているときに、できるかぎり丁寧
に言葉を扱うことを意識しました。
　これらの３つの力に共通して言えるの
は、おそらく長期的に磨き続けていかな
ければならない能力だということでしょ
う。わかりやすく表現する力も、正確に
分析する力も、言語を丁寧に扱う力も、
留学をしたことで気づかされ、留学先で
助けを得て大きく成長しましたが、今で
も磨き続けています。

　留学先ではすべての授業がわかりやす
く、パフォーマンスも上手くまとめられ
ていました。
　どの教授も授業が一つのストーリーの
ように、落ち着いて喋るところ、笑いを
取るところ、押さえて欲しいと強調する
ところを意識していたのです。英語とい
う言語を通じて、多様な価値観ないしは
文化を持った多くの生徒に物事をわかり
やすく理解させるために、その伝え方は
とても洗練されていました。
　生徒同士でグループを作って製品のデ
ザインをする授業では、教授や研究者だ
けでなく、生徒も自分の意見を効率良く
伝えるために、巧みな英語表現、説得性
のある語調、時にはボディランゲージを
交えて自分の考えを表現します。
　その体験は、自分にとってはとても刺
激的なものでした。自分もこの人たちの
ように上手く伝えたい、わかりやすく自
分の意見を表現したい、と思い始める
きっかけとなったのです。日本語で学ん
だこと、日本語でも難しくてどうやって
伝えていいのかわからない概念を、一体
どう英語で伝えようかと、教授やほかの
学生を見ながら、どんなコツが必要なの
かを学びました。もちろん、なかなか見
よう見まねでは上手くいきません。

　最終的に、自分の意見を発表する前に
準備時間があった場合は、ある程度の専
門的な単語は頭に入れたうえで、質問が
きたらもっとシンプルな知識で理解して
再構成できるよう、頭の中で考えるよう
にしました。
　すると、ただ人に対して物をうまく表
現できるようになっただけではなく、あ
る程度の質問にも答え、教えられるよう
になりました。それらを長期間記憶し、
テストで簡単に記述できるようにもなり
ました。また、わかりやすい表現を英語
で構成しようとする努力が、理論のつな
がりを認識することや、専門用語に頼ら
ずに複雑な事象をシンプルに分解して深
い知識を得ることにつかがっていたので
す。これはとても大きな副産物でした。

自分の理解度にも時には疑問を投げかけて

正確に分析する力
ちから

2
　留学中には多くの課題が出ました。課
題の内容はいろいろで、データをコン
ピュータで解析する、論文を読んで批判
を作成する、普通に問題を解く課題など
です。そのすべての課題に共通して必要
だったのが、「正確に分析する力」でした。
　このデータがどんな主張を裏づけ得る
のか、この論文は本当に正しいと言うこ
とができるのか、この問題は一体どの現
象の理解を試しているのかーそれらを
正確に分析することができなければ難し
い課題ばかりだったため、自然と正確に
分析する力が培われていったのです。
　しかし、分析とは、データや他の問題
にのみ向けられるものではありません。
ある日、量子力学の授業中に教授がこう
言いました。
　「僕と君たちとの違いは、僕は自分が
わからないということをわかっている」
　衝撃的なひと言でしたが、すぐに何を

言っているのかが身に染みてわかりまし
た。物理学ではしばしば今の自分では解
けない難問や、どう解釈していいのかわ
からない前提が出てきます、そのときに
一体自分が何を理解していないのか、自
分の知識のどの部分が一般的な前提とず
れているのか、ということを分析して認
めなければいけないということ、いわば、

「自分が何を分析できないのかを分析す
るべきだ」ということを教授は示してい
たのです。
　それは簡単に思えて、悩ませられる問
題でした。ひとつの問題に頭を使ってい
ると、自分のどこがおかしいのか気づく
ことはなかなか難しいものです。ときに
は他人の力を得ながら、ときにはある程
度割りきって、自分の理解に対して柔ら
かく疑問を投げかけることも必要になっ
てくるのです。

言葉を丁寧に扱う力
ちから

3
日常の会話からきちんと言葉と向き合う

緑豊かな学生寮。寮生とはスポーツ交流も。

物理学科の学舎。多くの著名な研究者がここで学んだ。

　私は、2012 年９月から 2013 年６月末まで大学の交換留学プログラムにより、
カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）で物理学を専攻しました。
　UCLA ではさまざまな物理の謎の解明や、最先端の研究に携わる機会を多く得
ることができ、非常に実りの多い一年間を過ごすことができました。






